
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

様式１-１

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○ 1 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○

14

数学Ｂ

授業科目 授業科目

岐阜工業高等専門学校

岐阜工業高等専門学校　数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目

ＡＩ実践

授業科目

数学Ｂ

数学ＡⅠ

数学ＡⅡ

改訂版モデルカリキュラム(2024年2月22日改訂)

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

プログラムを構成する下記の9科目を履修し、14単位を全て修得していること。
・数学Ｂ（1年・一般・必修）：2単位
・数学ＡⅠ（2年・一般・必修）：2単位
・数学ＡⅡ（2年・一般・必修）：2単位
・数学Ｂ（2年・一般・必修）：2単位
・情報リテラシー（2年・専門・必修）：1単位
・情報処理Ⅰ（3年・専門・必修）：1単位
・数値計算法（3年・専門・必修）：1単位
・情報処理Ⅱ（4年・専門・必修）：1単位
・ＡＩ実践（5年・専門・選択）：2単位

大学等全体のプログラム

ＡＩ実践

機械工学科

情報リテラシー

情報処理Ⅰ

数値計算法

授業科目

学部・学科によって、修了要件は相違する

9

授業科目

情報処理Ⅱ
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-10

・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識）：「ＡＩ実践」（前期13週）
・畳み込みニューラルネットワーク（CNN）：「ＡＩ実践」（前期13～14週）
・学習用データと学習済みモデル：「ＡＩ実践」（前期13～14週）

・AIの社会実装、ビジネス／業務への組み込み：「ＡＩ実践」（前期1～8週、前期15週）
・AIの開発環境と実行環境：「ＡＩ実践」（前期9週）
・AIの学習と推論：「ＡＩ実践」（前期12～14週）

・アルゴリズムの表現：「情報処理Ⅰ」（前期1～7週）
・並べ変え、探索：「数値計算法」（後期1週）
・探索アルゴリズム：「数値計算法」（後期4～7週）

・コンピュータで扱うデータ：「情報リテラシー」（前期2週）

・文字型、整数型、浮動小数点型：「情報処理Ⅰ」（前期2週）
・変数、代入、四則演算、論理演算：「情報処理Ⅰ」（前期2週）、「情報処理Ⅱ」（前期9～14週）
・配列、関数、引数、戻り値：「情報処理Ⅰ」（前期6～12週）、「情報処理Ⅱ」（前期9～14週）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラム作成：「情報処理Ⅰ」（前期3～13週）、「数値計算法」（後期2～14週）、「情報処理
Ⅱ」（前期9～14週）

・データ駆動型社会、データサイエンス活用例：「ＡＩ実践」（前期1～7週）

・データの収集、加工、分割/統合：「ＡＩ実践」（第9週、第11週）
・様々なデータの分析手法：「ＡＩ実践」（前期11週）
・様々なデータの可視化手法：「ＡＩ実践」（前期11～14週）

・ICTの発展、ビッグデータ活用事例：「ＡＩ実践」（前期1～7週）

・AI技術の活用領域の広がり：「ＡＩ実践」（前期1～8週、前期10週、前期15週）

・AI倫理：「ＡＩ実践」（前期1～8週、前期10週、前期15週）

・機械学習、教師なし学習、教師あり学習：「ＡＩ実践」（前期12～14週）

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得
を目指す。

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

授業科目

授業に含まれている内容・要素 講義内容

・大規模言語モデル：「ＡＩ実践」（前期10週）
・敵対的生成ネットワーク（GAN）：「ＡＩ実践」（前期14週）

・ベクトルの演算：1年「数学Ｂ」（前期13～15週，後期1～16週）
・順列、組合せ：2年「数学ＡⅠ」（前期1～2週）
・関数の傾きと微分の関係：2年「数学ＡⅠ」（前期9週）
・行列の演算：2年「数学Ｂ」（前期1～15週）
・固有値と固有ベクトル：2年「数学Ｂ」（後期9～10週）
・積分と面積の関係：2年「数学ＡⅡ」（後期11週）
・指数関数、対数関数：2年「数学ＡⅡ」（後期9～10週）

選択項目 選択項目授業科目
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

実社会において生じている課題を発見し、数理・データサイエンス・AIを用いた解決方法を提案する実践的能力を修得する。

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資
する実践の場を通じた
学習体験を行う学修項
目群。応用基礎コアの
なかでも特に重要な学
修項目群であり、「デー
タエンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」
から構成される。

・順次、分岐、反復の構造を持つプログラム作成：「情報処理Ⅰ」（前期3～13週）、「数値計算法」（後期2～14週）、「情報処理
Ⅱ」（前期9～14週）

・データの収集、加工、分割/統合：「ＡＩ実践」（第9週、第11週）
・様々なデータの分析手法：「ＡＩ実践」（前期11週）
・様々なデータの可視化手法：「ＡＩ実践」（前期11～14週）
・AIの社会実装、ビジネス／業務への組み込み：「ＡＩ実践」（前期1～8週、前期15週）
・AIの学習と推論：「ＡＩ実践」（前期12～14週）
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

様式１-２

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○ＡＩ実践

授業科目 授業科目

授業科目 授業科目

ＡＩ実践

数学Ｂ

数学ＡⅠ

数学Ｂ

授業科目 授業科目

岐阜工業高等専門学校

岐阜工業高等専門学校　数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

改訂版モデルカリキュラム(2024年2月22日改訂)

数学ＡⅡ

プログラミング

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム

学部・学科によって、修了要件は相違する

電気情報工学科

プログラムを構成する下記の6科目を履修し、12単位を全て修得していること。
・数学Ｂ（1年・一般・必修）：2単位
・数学ＡⅠ（2年・一般・必修）：2単位
・数学ＡⅡ（2年・一般・必修）：2単位
・数学Ｂ（2年・一般・必修）：2単位
・プログラミング（3年・専門・必修）：2単位
・ＡＩ実践（5年・専門・選択）：2単位

6 12 令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-10

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

・データ駆動型社会、データサイエンス活用例：「ＡＩ実践」（前期1～7週）

・データの収集、加工、分割/統合：「ＡＩ実践」（第9週、第11週）
・様々なデータの分析手法：「ＡＩ実践」（前期11週）
・様々なデータの可視化手法：「ＡＩ実践」（前期11～14週）

・ICTの発展、ビッグデータ活用事例：「ＡＩ実践」（前期1～7週）

・AI技術の活用領域の広がり：「ＡＩ実践」（前期1～8週、前期10週、前期15週）

・AI倫理：「ＡＩ実践」（前期1～8週、前期10週、前期15週）

・機械学習、教師なし学習、教師あり学習：「ＡＩ実践」（前期12～14週）

・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識）：「ＡＩ実践」（前期13週）
・畳み込みニューラルネットワーク（CNN）：「ＡＩ実践」（前期13～14週）
・学習用データと学習済みモデル：「ＡＩ実践」（前期13～14週）

・大規模言語モデル：「ＡＩ実践」（前期10週）
・敵対的生成ネットワーク（GAN）：「ＡＩ実践」（前期14週）

・AIの社会実装、ビジネス／業務への組み込み：「ＡＩ実践」（前期1～8週、前期15週）
・AIの開発環境と実行環境：「ＡＩ実践」（前期9週）
・AIの学習と推論：「ＡＩ実践」（前期12～14週）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得
を目指す。

・ベクトルの演算：1年「数学Ｂ」（前期13～15週，後期1～16週）
・順列、組合せ：2年「数学ＡⅠ」（前期1～2週）
・関数の傾きと微分の関係：2年「数学ＡⅠ」（前期9週）
・行列の演算：2年「数学Ｂ」（前期1～15週）
・固有値と固有ベクトル：2年「数学Ｂ」（後期9～10週）
・積分と面積の関係：2年「数学ＡⅡ」（後期11週）
・指数関数、対数関数：2年「数学ＡⅡ」（後期9～10週）

・並び替え（ソート）：「プログラミング」（後期1～5週）
・探索（サーチ）：「プログラミング」（前期12～14週）

・コンピュータで扱うデータ：「プログラミング」（前期1～2週、前期9～10週）
・配列：「プログラミング」（前期2週）
・木構造（ツリー）：「プログラミング」（後期12～13週）

・文字型、整数型、浮動小数点型、変数：「プログラミング」（前期1～6週）
・関数、引数、戻り値：「プログラミング」（後期3週）
・順次、分岐、反復プログラム作成：「プログラミング」（前期3週、前期6週、前期11週、前期14週、後期2週、後期5週、後期11
週、後期14週）

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資
する実践の場を通じた
学習体験を行う学修項
目群。応用基礎コアの
なかでも特に重要な学
修項目群であり、「デー
タエンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」
から構成される。

・順次、分岐、反復プログラム作成：「プログラミング」（前期3週、前期6週、前期11週、前期14週、後期2週、後期5週、後期11
週、後期14週）

・データの収集、加工、分割/統合：「AI実践」（第9週、第11週）
・様々なデータの分析手法：「AI実践」（前期11週）
・様々なデータの可視化手法：「AI実践」（前期11～14週）
・AIの社会実装、ビジネス／業務への組み込み：「AI実践」（前期1～8週、前期15週）
・AIの学習と推論：「AI実践」（前期12～14週）

実社会において生じている課題を発見し、数理・データサイエンス・AIを用いた解決方法を提案する実践的能力を修得する。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

様式１-３

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○ 2 ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○ＡＩ実践

授業科目 授業科目

情報処理２

授業科目 授業科目

ＡＩ実践

情報処理１

数学Ｂ 情報処理３

数学ＡⅠ

数学Ｂ

授業科目 授業科目

岐阜工業高等専門学校

岐阜工業高等専門学校　数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

改訂版モデルカリキュラム(2024年2月22日改訂)

数学ＡⅡ

電子制御工学概論

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム

学部・学科によって、修了要件は相違する

電子制御工学科

プログラムを構成する下記の9科目を履修し、17単位を全て修得していること。
・数学Ｂ（1年・一般・必修）：2単位
・数学ＡⅠ（2年・一般・必修）：2単位
・数学ＡⅡ（2年・一般・必修）：2単位
・数学Ｂ（2年・一般・必修）：2単位
・電子制御工学概論(1年・専門・必修）：1単位
・情報処理１（2年・専門・必修）：2単位
・情報処理２（3年・専門・必修）：2単位
・情報処理３（5年・専門・選択）：2単位
・ＡＩ実践（5年・専門・選択）：2単位

9 17 令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-10

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

・データ駆動型社会、データサイエンス活用例：「ＡＩ実践」（前期1～7週）

・データの収集、加工、分割/統合：「ＡＩ実践」（第9週、第11週）
・様々なデータの分析手法：「ＡＩ実践」（前期11週）
・様々なデータの可視化手法：「ＡＩ実践」（前期11～14週）

・ICTの発展、ビッグデータ活用事例：「ＡＩ実践」（前期1～7週）

・AI技術の活用領域の広がり：「ＡＩ実践」（前期1～8週、前期10週、前期15週）

・AI倫理：「ＡＩ実践」（前期1～8週、前期10週、前期15週）

・機械学習、教師なし学習、教師あり学習：「ＡＩ実践」（前期12～14週）

・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識）：「ＡＩ実践」（前期13週）
・畳み込みニューラルネットワーク（CNN）：「ＡＩ実践」（前期13～14週）
・学習用データと学習済みモデル：「ＡＩ実践」（前期13～14週）

・大規模言語モデル：「ＡＩ実践」（前期10週）
・敵対的生成ネットワーク（GAN）：「ＡＩ実践」（前期14週）

・AIの社会実装、ビジネス／業務への組み込み：「ＡＩ実践」（前期1～8週、前期15週）
・AIの開発環境と実行環境：「ＡＩ実践」（前期9週）
・AIの学習と推論：「ＡＩ実践」（前期12～14週）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得
を目指す。

・ベクトルの演算：1年「数学Ｂ」（前期13～15週，後期1～16週）
・順列、組合せ：2年「数学ＡⅠ」（前期1～2週）
・関数の傾きと微分の関係：2年「数学ＡⅠ」（前期9週）
・行列の演算：2年「数学Ｂ」（前期1～15週）
・固有値と固有ベクトル：2年「数学Ｂ」（後期9～10週）
・積分と面積の関係：2年「数学ＡⅡ」（後期11週）
・指数関数、対数関数：2年「数学ＡⅡ」（後期9～10週）

・アルゴリズムの表現：「情報処理１」（後期1～9週），「情報処理２」（前期5～6週，前期12週，後期2週），「情報処理３」（前期2
～5週，前期～14週）
・ソートアルゴリズム：「情報処理２」（前期2週），「情報処理３」（前期4，10，13週）
・探索アルゴリズムの表現：「電子制御工学概論」(前期7～8週)，「情報処理３」（前期5週，前期12～14週）

・コンピュータで扱うデータ：「情報処理１」（後期13～14週）
・情報量の単位：「情報処理１」（後期13週）
・配列，ツリー，グラフ：「情報処理１」（後期2～5週），「情報処理２」（前期10～11週），「情報処理３」（前期11～14週）

・文字型，整数型，浮動小数点型：「情報処理１」（前期5～6週）

・変数，代入，四則演算，論理演算：「情報処理１」（前期2～6週，後期13週）

・配列，関数，引数，戻り値：「情報処理１」（後期2～12週），「情報処理２」（前期1～5週）

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資
する実践の場を通じた
学習体験を行う学修項
目群。応用基礎コアの
なかでも特に重要な学
修項目群であり、「デー
タエンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」
から構成される。

・変数，代入，四則演算，論理演算：「情報処理１」（前期2～6週，後期13週）

・データの収集、加工、分割/統合：「AI実践」（第9週、第11週）
・様々なデータの分析手法：「AI実践」（前期11週）
・様々なデータの可視化手法：「AI実践」（前期11～14週）
・AIの社会実装、ビジネス／業務への組み込み：「AI実践」（前期1～8週、前期15週）
・AIの学習と推論：「AI実践」（前期12～14週）

実社会において生じている課題を発見し、数理・データサイエンス・AIを用いた解決方法を提案する実践的能力を修得する。

-9-



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

様式１-４

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム

学部・学科によって、修了要件は相違する

環境都市工学科

プログラムを構成する下記の7科目を履修し、13単位を全て修得していること。
・数学Ｂ（1年・一般・必修）：2単位
・数学ＡⅠ（2年・一般・必修）：2単位
・数学ＡⅡ（2年・一般・必修）：2単位
・数学Ｂ（2年・一般・必修）：2単位
・コンピュータリテラシ（1年・専門・必修）：1単位
・数値計算法（4年・専門・必修）：2単位
・ＡＩ実践（5年・専門・選択）：2単位

7 13 令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目 授業科目

岐阜工業高等専門学校

岐阜工業高等専門学校　数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

改訂版モデルカリキュラム(2024年2月22日改訂)

数学ＡⅡ

コンピュータリテラシ

数値計算法

数学Ｂ

数学ＡⅠ

数学Ｂ

授業科目 授業科目

ＡＩ実践

授業科目 授業科目

ＡＩ実践
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-10

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

・ベクトルの演算：1年「数学Ｂ」（前期13～15週，後期1～16週）
・順列、組合せ：2年「数学ＡⅠ」（前期1～2週）
・関数の傾きと微分の関係：2年「数学ＡⅠ」（前期9週）
・行列の演算：2年「数学Ｂ」（前期1～15週）
・固有値と固有ベクトル：2年「数学Ｂ」（後期9～10週）
・積分と面積の関係：2年「数学ＡⅡ」（後期11週）
・指数関数、対数関数：2年「数学ＡⅡ」（後期9～10週）

・アルゴリズムの表現：「コンピュータリテラシ」（前期6週、前期12～13週）、「数値計算法」（前期6週）

・コンピュータで扱うデータ：「コンピュータリテラシ」（前期2週～前期5週）
・二進数：「コンピュータリテラシ」（前期6週）

・文字型、整数型、浮動小数点型、変数：「数値計算法」（前期3週～前期5週）
・反復の構造を持つプログラムの作成：「コンピュータリテラシ」（前期8週～9週）、「数値計算法」（前期9週）
・分岐の構造を持つプログラムの作成：「コンピュータリテラシ」（前期10週～前期11週）、「数値計算法」（前期7週）
・プログラムの作成：「数値計算法」（前期10週～前期14週、後期1週～後期7週、後期9週～後期14週）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

・データ駆動型社会、データサイエンス活用例：「ＡＩ実践」（前期1～7週）

・データの収集、加工、分割/統合：「ＡＩ実践」（第9週、第11週）
・様々なデータの分析手法：「ＡＩ実践」（前期11週）
・様々なデータの可視化手法：「ＡＩ実践」（前期11～14週）

・ICTの発展、ビッグデータ活用事例：「ＡＩ実践」（前期1～7週）

・AI技術の活用領域の広がり：「ＡＩ実践」（前期1～8週、前期10週、前期15週）

・AI倫理：「ＡＩ実践」（前期1～8週、前期10週、前期15週）

・機械学習、教師なし学習、教師あり学習：「ＡＩ実践」（前期12～14週）

・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識）：「ＡＩ実践」（前期13週）
・畳み込みニューラルネットワーク（CNN）：「ＡＩ実践」（前期13～14週）
・学習用データと学習済みモデル：「ＡＩ実践」（前期13～14週）

・大規模言語モデル：「ＡＩ実践」（前期10週）
・敵対的生成ネットワーク（GAN）：「ＡＩ実践」（前期14週）

・AIの社会実装、ビジネス／業務への組み込み：「ＡＩ実践」（前期1～8週、前期15週）
・AIの開発環境と実行環境：「ＡＩ実践」（前期9週）
・AIの学習と推論：「ＡＩ実践」（前期12～14週）

-11-



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資
する実践の場を通じた
学習体験を行う学修項
目群。応用基礎コアの
なかでも特に重要な学
修項目群であり、「デー
タエンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・反復の構造を持つプログラムの作成：「コンピュータリテラシ」（前期8週～9週）、「数値計算法」（前期9週）
・分岐の構造を持つプログラムの作成：「コンピュータリテラシ」（前期10週～前期11週）、「数値計算法」（前期7週）
・プログラムの作成：「数値計算法」（前期10週～前期14週、後期1週～後期7週、後期9週～後期14週）

・データの収集、加工、分割/統合：「AI実践」（第9週、第11週）
・様々なデータの分析手法：「AI実践」（前期11週）
・様々なデータの可視化手法：「AI実践」（前期11～14週）
・AIの社会実装、ビジネス／業務への組み込み：「AI実践」（前期1～8週、前期15週）
・AIの学習と推論：「AI実践」（前期12～14週）

実社会において生じている課題を発見し、数理・データサイエンス・AIを用いた解決方法を提案する実践的能力を修得する。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

様式１-５

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○ＡＩ実践

授業科目 授業科目

授業科目 授業科目

ＡＩ実践

デジタルデザインⅡ

数学Ｂ

数学ＡⅠ

数学Ｂ

授業科目 授業科目

岐阜工業高等専門学校

岐阜工業高等専門学校　数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

改訂版モデルカリキュラム(2024年2月22日改訂)

数学ＡⅡ

情報処理

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

大学等全体のプログラム

学部・学科によって、修了要件は相違する

建築学科

プログラムを構成する下記の7科目を履修し、12単位を全て修得していること。
・数学Ｂ（1年・一般・必修）：2単位
・数学ＡⅠ（2年・一般・必修）：2単位
・数学ＡⅡ（2年・一般・必修）：2単位
・数学Ｂ（2年・一般・必修）：2単位
・情報処理（3年・専門・必修）：1単位
・デジタルデザインⅡ（3年・専門・必修）：1単位
・ＡＩ実践（5年・専門・選択）：2単位

7 12 令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-10

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

・データ駆動型社会、データサイエンス活用例：「ＡＩ実践」（前期1～7週）

・データの収集、加工、分割/統合：「ＡＩ実践」（第9週、第11週）
・様々なデータの分析手法：「ＡＩ実践」（前期11週）
・様々なデータの可視化手法：「ＡＩ実践」（前期11～14週）

・ICTの発展、ビッグデータ活用事例：「ＡＩ実践」（前期1～7週）

・AI技術の活用領域の広がり：「ＡＩ実践」（前期1～8週、前期10週、前期15週）

・AI倫理：「ＡＩ実践」（前期1～8週、前期10週、前期15週）

・機械学習、教師なし学習、教師あり学習：「ＡＩ実践」（前期12～14週）

・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識）：「ＡＩ実践」（前期13週）
・畳み込みニューラルネットワーク（CNN）：「ＡＩ実践」（前期13～14週）
・学習用データと学習済みモデル：「ＡＩ実践」（前期13～14週）

・大規模言語モデル：「ＡＩ実践」（前期10週）
・敵対的生成ネットワーク（GAN）：「ＡＩ実践」（前期14週）

・AIの社会実装、ビジネス／業務への組み込み：「ＡＩ実践」（前期1～8週、前期15週）
・AIの開発環境と実行環境：「ＡＩ実践」（前期9週）
・AIの学習と推論：「ＡＩ実践」（前期12～14週）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得
を目指す。

・ベクトルの演算：1年「数学Ｂ」（前期13～15週，後期1～16週）
・順列、組合せ：2年「数学ＡⅠ」（前期1～2週）
・関数の傾きと微分の関係：2年「数学ＡⅠ」（前期9週）
・行列の演算：2年「数学Ｂ」（前期1～15週）
・固有値と固有ベクトル：2年「数学Ｂ」（後期9～10週）
・積分と面積の関係：2年「数学ＡⅡ」（後期11週）
・指数関数、対数関数：2年「数学ＡⅡ」（後期9～10週）

・アルゴリズムの表現：「情報処理」（前期11週）

・コンピュータで扱うデータ：「情報処理」（前期9～10週）
・コンピュータで扱うデータ（文章、画像）：「デジタルデザインⅡ」（後期1週）
・コンピュータで扱うデータ（動画）：「デジタルデザインⅡ」（後期8～10週）
・二進数：「情報処理」（前期1週）

・文字型、整数型、浮動小数点型、変数：「情報処理」（前期9～10週）
・分岐の構造を持つプログラム作成：「情報処理」（前期12週）
・反復の構造を持つプログラム作成：「情報処理」（前期13週）
・プログラム作成：「情報処理」（前期10週～14週）

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資
する実践の場を通じた
学習体験を行う学修項
目群。応用基礎コアの
なかでも特に重要な学
修項目群であり、「デー
タエンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」
から構成される。

・分岐の構造を持つプログラム作成：「情報処理」（前期12週）
・反復の構造を持つプログラム作成：「情報処理」（前期13週）
・プログラム作成：「情報処理」（前期10週～14週）

・データの収集、加工、分割/統合：「AI実践」（第9週、第11週）
・様々なデータの分析手法：「AI実践」（前期11週）
・様々なデータの可視化手法：「AI実践」（前期11～14週）
・AIの社会実装、ビジネス／業務への組み込み：「AI実践」（前期1～8週、前期15週）
・AIの学習と推論：「AI実践」（前期12～14週）

実社会において生じている課題を発見し、数理・データサイエンス・AIを用いた解決方法を提案する実践的能力を修得する。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式２

①プログラム開設年度 年度（和暦）

②大学等全体の男女別学生数 男性 781 人 女性 267 人 （ 合計 1048 人 ）

（令和６年５月１日時点）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

機械工学科 209 40 200 42 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 42 21%

電気情報工学科 211 40 200 42 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 42 21%

電子制御工学科 211 40 200 44 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 44 22%

環境都市工学科 212 40 200 43 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 43 22%

建築学科 205 40 200 41 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 41 21%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 1,048 200 1,000 212 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 212 21%

岐阜工業高等専門学校

応用基礎レベルのプログラムの履修者数等の実績について

令和6

学部・学科名称 学生数
入学
定員

収容
定員

令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和2年度 令和元年度 履修者数
合計 履修率

-16-



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式３

大学等名

① 全学の教員数 74 人 （非常勤） 40 人

② プログラムの授業を教えている教員数 28 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

岐阜工業高等専門学校

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

(常勤）

大塚 友彦 校長

教務会議

柴田 良一 副校長（教務主事）

岐阜工業高等専門学校教務会議規程

教務会議は数理・データサイエンス・AI教育プログラムを含む教育課程の検討・成績認定など本
科の教務に関する事項を担当しており、教務会議にて本教育プログラムの構成及び履修に関す
る事項を取り扱う。

教務主事　柴田 良一
教務主事補佐　菊 雅美
一般科目　教授　中島 泰貴
一般科目　准教授　八木 真太郎
機械工学科　准教授　熊田 圭悟
電気情報工学科　准教授　白木 英二
電子制御工学科　准教授　栗山 嘉文
建築学科　准教授　石川 あゆみ
学生課長　國枝 和代
教務係長　勝野 貴恵
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和６年度実績 令和７年度予定 令和８年度予定 60%

令和９年度予定 令和１０年度予定 収容定員（名） 1,000

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

21% 40%

80% 100%

具体的な計画

本プログラムの修了に必要な授業は、各学科1～2科目を除いて必修科目として開講している。
第1学年に全学科で対象必修科目が入っているため第1学年学生の履修率は100%である。

本プログラムの修了に必要な授業は全学科において必修もしくは選択科目として開講しているた
め、学生全員が受講可能である。

本プログラムの修了に必要な授業は全学科において必修もしくは選択科目として開講しているた
め、学生全員が履修可能である。また、第4学年までの全ての科目が必修科目であるため、第5
学年の選択科目1～2科目を履修すれば、全対象科目の履修につながる。本プログラムについて
は、WEB上で周知し、学生の受講を薦めている。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

本プログラムの修了に必要な授業は全学科において（第5学年の選択科目1～2科目を除いて）必
修科目として開講しており、履修率は100％である。修得に向けては、Wi-Fi環境、LMS等により学
習環境を整えた上で、各学科の教員が履修学年に合わせた教材を用いた授業を行っている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

授業時間内外で教員が学生の質問を受け付けが可能なオフィスアワーの時間帯を学生に公開
し、教員がサポートする体制を構築している。また、一部の授業では専攻科生がティーチング・ア
シスタントとして履修生をサポートする体制をとっている。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 岐阜工業高等専門学校

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 出口　利憲 （役職名） 点検評価・フォローアップ委員長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

自己点検・評価について

点検評価・フォローアップ委員会

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

全学科において応用基礎レベル相当の科目を設置し、教務会議においてその修得状況を確認している。修了に必要
な全科目が選択科目1～2科目を除いて必修科目となっているため、全学生の履修率が100％になる。

学修成果

学生は学習・教育到達目標に対する達成度の算出を毎年度実施し、随時自身の修得状況を確認することができる。教
員は学生の達成度及び授業アンケート結果から、随時学生の学修状況を確認することができる。

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

本プログラムを構成する科目について点検評価・フォローアップ委員会が授業アンケートを実施しており、学生の理解
度を分析するとともに改善事項を授業担当教員から学生に説明している。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

本プログラムを構成する科目は現時点では必修科目で構成されているため、直接的な受講の推奨等は行う必要がな
いが、学生アンケートを通じて次年度の課題を教員が把握し、改善点を学生に説明している。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

本プログラムを構成する科目はほぼ必修科目で構成されているため、令和10年度以降は履修率が100％になることが
見込まれる。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

本プログラムでは学科ごとにプログラムを構成する科目群が設定されているため、共通的な数学基礎の学習を保証し
た上で、各自の専門分野においていかに数理・データサイエンス・AIが利用されているかを学ぶことができ、将来的な
専門分野の学習にもつながる構成となっている。さらに最終学年では学科横断科目「AI実践」を配置し、分野横断的な
内容も含めて、数理・データサイエンス・AIを学ぶ楽しさ、学ぶことの意義を理解することが可能となる。

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があ
れば記載

全ての授業でLMSを活用し、いつどこからでも充実した授業資料の閲覧、課題の提出が可能となるシステムとし、受講
者の学習意欲を高める環境を構築している。授業アンケートを通してプログラム構成科目の内容が随時改善される態
勢としている。
また、「AI実践」において生成AI等の先端的な内容を含めるとともに、AI技術の社会の多分野での応用が学修できる授
業構成にしている。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

本プログラムの修了生はまだ出ていないが、点検評価・フォローアップ委員会により卒業生ならびに企業・編入学大学
へのアンケートを実施し、本プログラムの評価を実施する。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

毎年実施されている外部有識者による本校評価（参与会）において、本校の教育内容・手法等に関する評価をいただ
き、教育プログラムの点検と改善を行っている。
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令和 6年度以降入学生用 
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⼀般科⽬（各科共通） （平成30年度以降⼊学⽣）

1年 2年 3年 4年 5年

国 語 Ａ 講義 2 2
国 語 Ｂ 講義 2 2
総 合 国 語 講義 5 2 2 1
倫 理 講義 2 2
政 治 ・ 経 済 講義 2 2
世 界 史 講義 2 2
⽇ 本 史 講義 2 2
地 理 講義 2 2
現 代 社 会 と 法 講義 2 2
数 学 Ａ Ⅰ 講義 6 2 2 2
数 学 Ａ Ⅱ 講義 6 2 2 2
数 学 Ｂ 講義 4 2 2 代数
物 理 Ａ 講義 1 1
物 理 Ｂ Ⅰ 講義 2 2
物 理 Ｂ Ⅱ 講義 2 2
化 学 Ａ 講義 2 2
化 学 Ｂ 講義 2 2
総 合 理 科 講義 1 1 ⽣物・地学
保 健 講義 2 2
体 育 実技 8 2 2 2 2
美 術 実技 1 1
⾳ 楽 実技 1 1
英 語 Ａ 講義 10 2 2 2 2 2 英⽂講読
英 語 Ｂ 講義 3 2 1 英⽂法・作⽂
英 語 Ｃ 講義 5 2 2 1 オーラルコミュニケーション
第 ⼆ 外 国 語 （ ド イ ツ 語 ） 講義 2 2
第 ⼆ 外 国 語 （ 中 国 語 ） 講義 2 2

81 30 25 13 9 4
81 30 25 13 9 4
3 1 1 1

1
2

開 設 単 位 数 計
修 得 単 位 数 計
特 別 活 動

授業種別欄は、授業の形態により、講義、演習、実験・実習及び実技の別を⽰す。
学修単位欄に○印のある授業科⽬（同欄に学年の表⽰のあるものは当該学年のみ）は、第１３条第３項に規定する授業科⽬を⽰し、空欄のものは同条第２項に
規定する授業科⽬を⽰す。

必
 
 
 
 
修
 
 
 
 
科
 
 
 
 
⽬

国
語

社
会

数
学

解析

理
科

保健
体育
芸
術

外
国
語

授 業 科 ⽬
授業
種別

学修
単位

単位数
学 年 別 配 当

備 考
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専⾨科⽬（機械⼯学科） （令和6年度以降⼊学⽣）

1年 2年 3年 4年 5年

応 ⽤ 数 学 Ⅰ 講義 1 1
応 ⽤ 数 学 Ⅱ 講義 1 1
応 ⽤ 数 学 Ⅲ 講義 1 1
応 ⽤ 物 理 Ⅰ 講義 2 2
応 ⽤ 物 理 Ⅱ 講義 1 1
⼯ 業 ⼒ 学 講義 2 2
機 構 学 講義 2 2
機 械 ⼒ 学 Ⅰ 講義 1 1
機 械 ⼒ 学 Ⅱ 講義 1 1
材 料 ⼒ 学 Ⅰ 講義 2 2
材 料 ⼒ 学 Ⅱ 講義 1 1
材 料 ⼒ 学 Ⅲ 講義 1 1
流 体 ⼒ 学 Ⅰ 講義 2 2
熱 ⼒ 学 Ⅰ 講義 2 2
材 料 学 Ⅰ 講義 1 1
材 料 学 Ⅱ 講義 1 1
機 械 ⼯ 作 法 Ⅰ 講義 1 1
機 械 ⼯ 作 法 Ⅱ 講義 1 1
機 械 ⼯ 作 法 Ⅲ 講義 1 1
⽣ 産 ⼯ 学 講義 1 1
制 御 ⼯ 学 Ⅰ 講義 1 1
計 測 ⼯ 学 講義 1 1
機 械 設 計 法 Ⅰ 講義 1 1
機 械 設 計 法 Ⅱ 講義 1 1
情 報 リ テ ラ シ ー 講義 1 1
情 報 処 理 Ⅰ 講義 1 1
情 報 処 理 Ⅱ 講義 1 1
数 値 計 算 法 講義 1 1
も の づ く り ⼊ ⾨ 実験・実習 3 3
機 械 設 計 製 図 Ⅰ 実験・実習 2 2
機 械 設 計 製 図 Ⅱ 実験・実習 2 2
機 械 ⼯ 学 実 験 Ⅰ 実験・実習 2 2
機 械 ⼯ 学 実 験 Ⅱ 実験・実習 2 2
機 械 ⼯ 学 実 習 Ⅰ 実験・実習 3 3
機 械 ⼯ 学 実 習 Ⅱ 実験・実習 3 3
創 ⽣ ⼯ 学 実 習 実験・実習 3 3
機 械 ⼯ 学 演 習 演習 1 1
機 械 ⼯ 学 基 礎 研 究 演習 2 2
技 術 者 倫 理 講義 1 1
卒 業 研 究 実験・実習 8 8

66 3 8 20 25 10
応 ⽤ 物 理 Ⅲ 講義 ○ 2 2
流 体 ⼒ 学 Ⅱ 講義 ○ 2 2
熱 ⼒ 学 Ⅱ 講義 ○ 2 2
エ ネ ル ギ ー ⼯ 学 講義 ○ 2 2
伝 熱 ⼯ 学 講義 ○ 2 2
材 料 学 Ⅲ 講義 ○ 2 2
制 御 ⼯ 学 Ⅱ 講義 ○ 2 2
電 気 ・ 電 ⼦ ⼯ 学 概 論 講義 ○ 2 2
⼯ 学 解 析 演習 ○ 2 2
連 続 体 ⼒ 学 ⼊ ⾨ 講義 ○ 2 2
シ ス テ ム ⼯ 学 講義 ○ 2 2
メ カ ト ロ ニ ク ス 講義 ○ 2 2
ロ ボ ッ ト ⼯ 学 講義 ○ 2 2
機 械 ⼯ 学 特 論 講義 ○ 2 2
Ａ Ｉ 実 践 演習 ○ 2 2

30 30
20以上 20以上

96 3 8 20 25 40
86以上 3 8 20 25 30以上

81 30 25 13 9 4
167以上 33 33 33 34 34以上

1
2

専 ⾨ 科 ⽬ 修 得 単 位 数 計
⼀ 般 科 ⽬ 修 得 単 位 数 計
合 計 修 得 単 位 数

授業種別欄は、授業の形態により、講義、演習、実験・実習及び実技の別を⽰す。
学修単位欄に○印のある授業科⽬（同欄に学年の表⽰のあるものは当該学年のみ）は、第１３条第３項に規定する授業科⽬を⽰し、空欄のものは同条第２項に
規定する授業科⽬を⽰す。

必
 
 
 
 
修
 
 
 
 
科
 
 
 
 
⽬

⼩ 計

選
 
択
 
科
 
⽬

選 択 科 ⽬ 開 設 単 位 数
選 択 科 ⽬ 修 得 単 位 数

専 ⾨ 科 ⽬ 開 設 単 位 数 計

授 業 科 ⽬
授業
種別

学修
単位

単位数
学 年 別 配 当

備 考
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専⾨科⽬（電気情報⼯学科）<電気電⼦⼯学コース> （令和6年度以降⼊学⽣）

1年 2年 3年 4年 5年

応 ⽤ 数 学 A 講義 1 1
応 ⽤ 数 学 B 講義 2 2
応 ⽤ 数 学 C 講義 1 1
応 ⽤ 数 学 D 講義 1 1
応 ⽤ 物 理 I 講義 4 2 2
電 気 磁 気 学 I 講義 3 2 1
電 気 回 路 I 講義 4 2 2
電 ⼦ ⼯ 学 I 講義 2 2
電 気 情 報 ⼯ 学 基 礎 演 習 演習 2 2
電 ⼦ 回 路 講義 2 2
電 気 情 報 ⼯ 学 演 習 I 演習 1 1
電 気 情 報 ⼯ 学 演 習 II 演習 1 1
情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 講義 ○ 2 2
論 理 学 講義 1 1
計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ 講義 2 2
ス イ ッ チ ン グ 回 路 理 論 講義 1 1
数 値 解 析 講義 ○ 2 2
信 号 処 理 講義 ○ 2 2
プ ロ グ ラ ミ ン グ 講義 4 2 2
技 術 英 語 講義 1 1
技 術 者 倫 理 講義 1 1
電 気 電 ⼦ 設 計 製 図 実験・実習 3 3
電 気 情 報 ⼯ 学 実 験 実験・実習 9 3 4 2
⼯ 学 基 礎 研 究 I 演習 1 1
⼯ 学 基 礎 研 究 II 演習 1 1
卒 業 研 究 実験・実習 6 6
電 気 電 ⼦ ⼯ 学 実 験 実験・実習 6 2 4
電 気 磁 気 学 Ⅱ 講義 1 1
電 気 回 路 Ⅱ 講義 1 1
電 気 機 器 講義 2 2

70 3 8 20 28 11
実験・実習 1 1
実験・実習 2 2      海外研修Ⅰ〜Ⅵは 
実験・実習 3 3      実施期間より
実験・実習 4 4      1科⽬のみ
実験・実習 5 5      選択可能
実験・実習 6 6
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2      電⼦制御⼯学科と共通
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
演習 ○ 2 2

55 55
16以上 16以上

125 3 8 20 28 66
86以上 3 8 20 28 27以上

81 30 25 13 9 4
167以上 33 33 33 37 31以上

1
2

OS と デ ー タ ベ ー ス
CG と イ ン タ フ ェ ー ス
Ａ Ｉ 実 践

電 ⼦ ⼯ 学 II
応 ⽤ 物 理 II
通 信 ⼯ 学
ソ フ ト ウ ェ ア ⼯ 学

電 ⼦ 計 測

     12単位以上選択必修

授業種別欄は、授業の形態により、講義、演習、実験・実習及び実技の別を⽰す。
学修単位欄に○印のある授業科⽬（同欄に学年の表⽰のあるものは当該学年のみ）は、第１３条第３項に規定する授業科⽬を⽰し、空欄のものは同条第２項に
規定する授業科⽬を⽰す。

専 ⾨ 科 ⽬ 開 設 単 位 数 計
専 ⾨ 科 ⽬ 修 得 単 位 数 計
⼀ 般 科 ⽬ 修 得 単 位 数 計
合 計 修 得 単 位 数

選 択 科 ⽬ 開 設 単 位 数
選 択 科 ⽬ 修 得 単 位 数

海 外 研 修 VI
発 変 電 ⼯ 学

電 気 法 規
パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス

送 配 電 ⼯ 学

プ ロ グ ラ ミ ン グ ⾔ 語 論

電 気 材 料

光 ・ 量 ⼦ エ レ ク ト ロ ニ ク ス
⾃ 動 制 御

電 磁 エ レ ク ト ロ ニ ク ス

海 外 研 修 I
海 外 研 修 II
海 外 研 修 III
海 外 研 修 IV

⼩ 計

海 外 研 修 V
選

択

科

⽬

共

通

科

⽬

コ
ổ
ス
別
科
⽬

必
 
 
 
 
修
 
 
 
 
科
 
 
 
 
⽬

備 考授 業 科 ⽬
授業
種別

学修
単位

単位数
学 年 別 配 当
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専⾨科⽬（電気情報⼯学科）<情報⼯学コース> （令和6年度以降⼊学⽣）

1年 2年 3年 4年 5年

応 ⽤ 数 学 A 講義 1 1
応 ⽤ 数 学 B 講義 2 2
応 ⽤ 数 学 C 講義 1 1
応 ⽤ 数 学 D 講義 1 1
応 ⽤ 物 理 I 講義 4 2 2
電 気 磁 気 学 I 講義 3 2 1
電 気 回 路 I 講義 4 2 2
電 ⼦ ⼯ 学 I 講義 2 2
電 気 情 報 ⼯ 学 基 礎 演 習 演習 2 2
電 ⼦ 回 路 講義 2 2
電 気 情 報 ⼯ 学 演 習 I 演習 1 1
電 気 情 報 ⼯ 学 演 習 II 演習 1 1
情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 講義 ○ 2 2
論 理 学 講義 1 1
計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ 講義 2 2
ス イ ッ チ ン グ 回 路 理 論 講義 1 1
数 値 解 析 講義 ○ 2 2
信 号 処 理 講義 ○ 2 2
プ ロ グ ラ ミ ン グ 講義 4 2 2
技 術 英 語 講義 1 1
技 術 者 倫 理 講義 1 1
電 気 電 ⼦ 設 計 製 図 実験・実習 3 3
電 気 情 報 ⼯ 学 実 験 実験・実習 9 3 4 2
⼯ 学 基 礎 研 究 I 演習 1 1
⼯ 学 基 礎 研 究 II 演習 1 1
卒 業 研 究 実験・実習 6 6
情 報 ⼯ 学 実 験 実験・実習 6 2 4
情 報 理 論 講義 1 1
デ ー タ構 造と アル ゴリ ズム 講義 1 1
⾔ 語 理 論 講義 1 1
情 報 数 学 講義 1 1

70 3 8 20 28 11
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2      電⼦制御⼯学科と共通
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2
講義 ○ 2 2

実験・実習 1 1
実験・実習 2 2      海外研修Ⅰ〜Ⅵは 
実験・実習 3 3      実施期間より
実験・実習 4 4      1科⽬のみ
実験・実習 5 5      選択可能
実験・実習 6 6
演習 〇 2 2

55 55
16以上 16以上

125 3 8 20 28 66
86以上 3 8 20 28 27以上

81 30 25 13 9 4
167以上 33 33 33 37 31以上

1
2

選 択 科 ⽬ 修 得 単 位 数

Ａ Ｉ 実 践

海 外 研 修 I
海 外 研 修 II
海 外 研 修 III
海 外 研 修 IV
海 外 研 修 V

CG と イ ン タ フ ェ ー ス

⼩ 計

授業種別欄は、授業の形態により、講義、演習、実験・実習及び実技の別を⽰す。
学修単位欄に○印のある授業科⽬（同欄に学年の表⽰のあるものは当該学年のみ）は、第１３条第３項に規定する授業科⽬を⽰し、空欄のものは同条第２項に
規定する授業科⽬を⽰す。

     12単位以上選択必修

専 ⾨ 科 ⽬ 開 設 単 位 数 計
専 ⾨ 科 ⽬ 修 得 単 位 数 計
⼀ 般 科 ⽬ 修 得 単 位 数 計
合 計 修 得 単 位 数

選 択 科 ⽬ 開 設 単 位 数

光 ・ 量 ⼦ エ レ ク ト ロ ニ ク ス
電 磁 エ レ ク ト ロ ニ ク ス
電 ⼦ 計 測
電 ⼦ ⼯ 学 II

海 外 研 修 VI

応 ⽤ 物 理 II
通 信 ⼯ 学
ソ フ ト ウ ェ ア ⼯ 学
プ ロ グ ラ ミ ン グ ⾔ 語 論
OS と デ ー タ ベ ー ス

必
 
 
 
 
修
 
 
 
 
科
 
 
 
 
⽬

共

通

科

⽬

コ
ổ
ス
別
科
⽬

選

択

科

⽬

発 変 電 ⼯ 学
送 配 電 ⼯ 学
電 気 法 規
パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス
電 気 材 料
⾃ 動 制 御

備 考授 業 科 ⽬
授業
種別

学修
単位

単位数
学 年 別 配 当
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専⾨科⽬（電⼦制御⼯学科） （令和6年度以降⼊学⽣）

1年 2年 3年 4年 5年

応 ⽤ 数 学 １ 講義 1 1
応 ⽤ 数 学 ２ 講義 ○ 2 2
応 ⽤ 数 学 ３ 講義 ○ 2 2
応 ⽤ 数 学 ４ 講義 ○ 2 2
応 ⽤ 物 理 １ 講義 2 2
応 ⽤ 物 理 ２ 講義 ○ 2 2
情 報 処 理 １ 講義 2 2
情 報 処 理 ２ 講義 2 2
電 ⼦ 制 御 ⼯ 学 概 論 講義 1 1
電 磁 気 学 １ 講義 2 2
電 磁 気 学 ２ 講義 ○ 2 2
電 気 回 路 １ 講義 1 1
電 気 回 路 ２ 講義 2 2
電 ⼦ 回 路 講義 2 2
計 測 ⼯ 学 講義 ○ 2 2
制 御 ⼯ 学 １ 講義 ○ 2 2
制 御 ⼯ 学 ２ 講義 ○ 2 2
機 械 運 動 学 １ 講義 2 2
機 械 運 動 学 ２ 講義 ○ 2 2
材 料 ⼒ 学 １ 講義 2 2
技 術 者 倫 理 講義 1 1
電 ⼦ 制 御 基 礎 演 習 １ 演習 1 1
電 ⼦ 制 御 基 礎 演 習 ２ 演習 1 1
電 ⼦ 制 御 設 計 製 図 演習 2 2
電 ⼦ 制 御 ⼯ 学 実 験 １ 実験・実習 4 4
電 ⼦ 制 御 ⼯ 学 実 験 ２ 実験・実習 4 4
電 ⼦ 制 御 総 合 演 習 演習 2 2
電 ⼦ 制 御 ⼯ 学 実 習 １ 実験・実習 2 2
電 ⼦ 制 御 ⼯ 学 実 習 ２ 実験・実習 2 2
⼯ 学 基 礎 研 究 演習 4 4
卒 業 研 究 実験・実習 12 12

72 3 8 20 29 12
応 ⽤ 物 理 ３ 講義 ○ 2 2
情 報 処 理 ３ 講義 ○ 2 2
情 報 応 ⽤ ⼯ 学 講義 ○ 2 2
電 気 応 ⽤ ⼯ 学 講義 ○ 2 2
電 ⼦ 応 ⽤ ⼯ 学 講義 ○ 2 2
制 御 ⼯ 学 ３ 講義 ○ 2 2
材 料 ⼒ 学 ２ 講義 ○ 2 2
ロ ボ ッ ト ⼯ 学 講義 ○ 2 2
機 械 応 ⽤ ⼯ 学 講義 ○ 2 2
Ａ Ｉ 実 践 演習 〇 2 2

20 20
14以上 14以上

92 3 8 20 29 32
86以上 3 8 20 29 26以上

81 30 25 13 9 4
167以上 33 33 33 38 30以上

1
2

専 ⾨ 科 ⽬ 開 設 単 位 数 計

備 考授 業 科 ⽬
授業
種別

学修
単位

単位数
学 年 別 配 当

専 ⾨ 科 ⽬ 修 得 単 位 数 計
⼀ 般 科 ⽬ 修 得 単 位 数 計
合 計 修 得 単 位 数

学修単位欄に○印のある授業科⽬（同欄に学年の表⽰のあるものは当該学年のみ）は、第１３条第３項に規定する授業科⽬を⽰し、空欄のものは同条第２項に
規定する授業科⽬を⽰す。

必
 
 
 
 
修
 
 
 
 
科
 
 
 
 
⽬

選

択

科

⽬

授業種別欄は、授業の形態により、講義、演習、実験・実習及び実技の別を⽰す。

⼩ 計

選 択 科 ⽬ 開 設 単 位 数
選 択 科 ⽬ 修 得 単 位 数
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専⾨科⽬（環境都市⼯学科） （令和6年度以降⼊学⽣）

1年 2年 3年 4年 5年

応 ⽤ 数 学 講義 2 2
応 ⽤ 物 理 講義 2 2
シ ビ ル エ ン ジ ニ ア リ ン グ ⼊ ⾨ 講義 2 2
コ ン ピ ュ ー タ リ テ ラ シ 講義 1 1
数 値 計 算 法 講義 2 2
測 量 学 Ⅰ 講義 1 1
測 量 実 習 Ⅰ 実験・実習 2 2
測 量 学 Ⅱ 講義 1 1
測 量 実 習 Ⅱ 実験・実習 2 2
空 間 情 報 ⼯ 学 講義 1 1
基 礎 製 図 演習 2 2
設 計 製 図 演習 2 2
基 礎 実 験 Ⅰ 実験・実習 3 3
基 礎 実 験 Ⅱ 実験・実習 3 3
総 合 実 験 実験・実習 1.5 1.5
基 礎 材 料 学 講義 1 1
コ ン ク リ ー ト ⼯ 学 Ⅰ 講義 2 2
コ ン ク リ ー ト ⼯ 学 Ⅱ 講義 2 2
基 礎 ⼒ 学 講義 2 2
構 造 ⼒ 学 Ⅰ 講義 2 2
構 造 ⼒ 学 Ⅱ 講義 3 3
鋼 構 造 講義 ○ 2 2
⽔ 理 学 Ⅰ 講義 2 2
⽔ 理 学 Ⅱ 講義 3 3
⼟ 質 ⼒ 学 Ⅰ 講義 2 2
⼟ 質 ⼒ 学 Ⅱ 講義 2 2
地 盤 地 質 学 講義 1 1
数 理 計 画 学 Ⅰ 講義 2 2
数 理 計 画 学 Ⅱ 講義 1 1
環 境 ⼯ 学 Ⅰ 講義 2 2
環 境 ⼯ 学 Ⅱ 講義 2 2
循 環 型 社 会 形 成 論 講義 ○ 2 2
都 市 ⼯ 学 講義 1 1
建 設 マ ネ ジ メ ン ト 講義 1 1
防 災 ⼯ 学 講義 1 1
社 会 基 盤 ⼯ 学 講義 1 1
総 合 演 習 Ⅰ 演習 1 1
総 合 演 習 Ⅱ 演習 1.5 1.5
技 術 者 倫 理 講義 1 1
卒 業 研 究 実験・実習 8 8

76 3 8 20 28 17
構 造 解 析 学 講義 ○ 2 2
実 践 コ ン ク リ ー ト ⼯ 学 講義 ○ 2 2
地 盤 ⼯ 学 講義 ○ 2 2
流 域 圏 ⼯ 学 講義 ○ 2 2
⽔ ⽂ ⽔ 資 源 学 講義 ○ 2 2
環 境 ⽣ 物 ・ ⽣ 態 学 講義 ○ 2 2
都 市 交 通 計 画 講義 ○ 2 2
エ ネ ル ギ ー ⼯ 学 講義 ○ 2 2
Ａ Ｉ 実 践 演習 ○ 2 2

18 18
10以上 10以上

94 3 8 20 28 35
86以上 3 8 20 28 27以上

81 30 25 13 9 4
167以上 33 33 33 37 31以上

1 授業種別欄は、授業の形態により、講義、演習、実験・実習及び実技の別を⽰す。
2

合 計 修 得 単 位 数

備 考授 業 科 ⽬
授業
種別

学修
単位

単位数
学 年 別 配 当

必
 
 
 
 
 
修
 
 
 
 
 
科
 
 
 
 
 
⽬

選
 
択
 
科
 
⽬

学修単位欄に○印のある授業科⽬（同欄に学年の表⽰のあるものは当該学年のみ）は、第１３条第３項に規定する授業科⽬を⽰し、空欄のものは同条第２項に
規定する授業科⽬を⽰す。

⼩ 計

選 択 科 ⽬ 開 設 単 位 数
選 択 科 ⽬ 修 得 単 位 数

専 ⾨ 科 ⽬ 開 設 単 位 数 計
専 ⾨ 科 ⽬ 修 得 単 位 数 計
⼀ 般 科 ⽬ 修 得 単 位 数 計
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専⾨科⽬（建築学科） （令和6年度以降⼊学⽣）

1年 2年 3年 4年 5年

応 ⽤ 数 学 A 講義 1 1
応 ⽤ 数 学 B 講義 1 1
応 ⽤ 物 理 Ⅰ 講義 2 2
応 ⽤ 物 理 Ⅱ 講義 1 1
建 築 学 通 論 講義 1 1
デ ジ タ ル デ ザ イ ン Ⅰ 演習 1 1
デ ジ タ ル デ ザ イ ン Ⅱ 演習 1 1
情 報 処 理 講義 1 1
構 造 ⼒ 学 Ⅰ 講義 2 2
構 造 ⼒ 学 Ⅱ 講義 2 2
建 築 材 料 Ⅰ 講義 1 1
材 料 ⼒ 学 講義 1 1
建 築 構 法 Ⅰ 講義 1 1
建 築 構 法 Ⅱ 講義 1 1
⽊ 質 構 造 講義 1 1
Ｒ Ｃ 構 造 Ⅰ 講義 2 2
Ｒ Ｃ 構 造 Ⅱ 講義 ○ 2 2
鉄 ⾻ 構 造 Ⅰ 講義 2 2
鉄 ⾻ 構 造 Ⅱ 講義 ○ 2 2
空 間 デ ザ イ ン 基 礎 演習 1 1
イ ン テ リ ア 基 礎 演習 1 1
イ ン テ リ ア デ ザ イ ン 論 講義 1 1
イ ン テ リ ア 設 計 演習 2 2
建 築 史 Ⅰ 講義 2 2
建 築 史 Ⅱ 講義 1 1
建 築 計 画 Ⅰ 講義 2 2
建 築 計 画 Ⅱ 講義 2 2
地 域 都 市 計 画 講義 1 1
環 境 社 会 学 講義 1 1
環 境 ⼯ 学 基 礎 講義 1 1
環 境 ⼯ 学 講義 2 2
建 築 設 備 講義 2 2
環 境 デ ザ イ ン 講義 ○ 2 2
建 築 製 図 Ⅰ 演習 2 2
建 築 製 図 Ⅱ 演習 2 2
建 築 設 計 製 図 Ⅰ 演習 4 4
建 築 設 計 製 図 Ⅱ 演習 4 4
建 築 環 境 実 験 実験・実習 1 1
建 築 構 造 実 験 実験・実習 1 1
建 築 技 術 者 倫 理 講義 1 1
総 合 演 習 演習 1 1
建 築 ⽣ 産 講義 2 2
建 築 法 規 講義 2 2
測 量 学 講義 ○ 2 2
防 災 ⼯ 学 講義 ○ 2 2
卒 業 研 究 実験・実習 8 8

79 4 7 20 26 22
⼟ 質 基 礎 ⼯ 学 講義 ○ 2 2
構 造 設 計 講義 ○ 2 2
計 画 特 論 講義 ○ 2 2
参 加 の デ ザ イ ン 演習 ○ 2 2
建 築 史 Ⅲ 講義 ○ 2 2
建 築 設 計 製 図 Ⅲ 演習 ○ 2 2
建 築 計 画 演 習 演習 ○ 2 2
建 築 設 備 演 習 演習 ○ 2 2
建 築 材 料 Ⅱ 講義 ○ 2 2
Ａ Ｉ 実 践 演習 ○ 2 2

20 20
7以上 7以上

99 4 7 20 26 42
86以上 4 7 20 26 29以上

81 30 25 13 9 4
167以上 34 32 33 35 33以上

1
2

⼩ 計

授業種別欄は、授業の形態により、講義、演習、実験・実習及び実技の別を⽰す。
学修単位欄に○印のある授業科⽬（同欄に学年の表⽰のあるものは当該学年のみ）は、第１３条第３項に規定する授業科⽬を⽰し、空欄のものは同条第２項に
規定する授業科⽬を⽰す。

必
 
 
 
 
修
 
 
 
 
科
 
 
 
 
⽬

選
択
科
⽬

選 択 科 ⽬ 開 設 単 位 数
選 択 科 ⽬ 修 得 単 位 数

専 ⾨ 科 ⽬ 開 設 単 位 数 計
専 ⾨ 科 ⽬ 修 得 単 位 数 計
⼀ 般 科 ⽬ 修 得 単 位 数 計
合 計 修 得 単 位 数

備 考授 業 科 ⽬
授業
種別

学修
単位

単位数
学 年 別 配 当
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

一般科目

（Ａ－２）

（E）

（E－１）

専門科目

（E－２）

専門科目

（D）

一般科目

（D－１）

専門科目

（D－２）

専門科目

一般科目

（D－4）

専門科目

（Ａ）

一般科目

（Ａ－１）

専門科目

一般科目

（Ａ－３）

専門科目

＜Ｄ－２：先端融合開発学域＞

（D－3）

専門科目

＜Ｄ－３：機械工学分野＞

（Ｂ）

（Ｂ－１）

専門科目

（Ｂ－２）

専門科目

（Ｃ）

一般科目

（Ｃ－１）

専門科目

一般科目

（Ｃ－２）

専門科目

機械工学科　学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ 本科一般科目　平成30年度以降入学生
本科専門科目　令和6年度以降入学生 先端融合開発専攻　令和4年度以降入学生

学習・教育
到達目標

授業科目名

本科 専攻科

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 １年 ２年

ものづくり

入門（○）

ものづくり

入門（○）

ものづくり

入門（○）

ものづくり

入門（○）

ものづくり

入門（○）

ものづくり

入門（○）

情報リテラシー（◎）

機械設計製図Ⅰ（◎） 機械設計製図Ⅰ（◎）

機械工学実習Ⅰ（◎） 機械工学実習Ⅰ（◎）

ものづくり

入門（○）

ものづくり

入門（○） 機械設計製図Ⅱ（◎） 機械設計製図Ⅱ（◎）

情報処理Ⅰ（◎） 数値計算法（◎） 情報処理Ⅱ（◎）

創生工学実習（◎） 創生工学実習（◎）機械工学実習Ⅱ（◎） 機械工学実習Ⅱ（◎）

機械工学

基礎研究（○）

機械工学

基礎研究（○）

機械工学

基礎研究（○）

生産工学（○）

工学解析（◎） システム工学（◎）

技術者倫理（◎）

卒業研究（○） 卒業研究（○）

創生工学実習（○） 創生工学実習（○）

機械工学

基礎研究（○）
卒業研究（○） 卒業研究（○）

機械工学

基礎研究（◎）
卒業研究（◎） 卒業研究（◎）

創生工学実習（◎） 創生工学実習（◎） 生産工学（○）

機械工学

基礎研究（○）
卒業研究（◎） 卒業研究（◎）

創生工学実習（○）

機械工学

基礎研究（○）
卒業研究（○） 卒業研究（○）

創生工学実習（◎）

卒業研究（◎） 卒業研究（◎）

工業力学（◎） 工業力学（◎）

応用物理Ⅰ（◎） 応用物理Ⅰ（◎） 応用物理Ⅱ（◎）

応用数学Ⅰ（◎） 応用数学Ⅰ（◎）

応用数学Ⅱ（◎）

応用数学Ⅲ（◎）

応用物理Ⅲ（◎）

電気・電子

工学概論（◎）

機械工作法Ⅰ（◎） 機械工作法Ⅱ（◎）

ものづくり

入門（◎）

ものづくり

入門（◎）

機械設計製図Ⅰ（◎） 機械設計製図Ⅰ（◎）

工業力学（○） 工業力学（○）

機械設計製図Ⅱ（◎） 機械設計製図Ⅱ（◎）

機構学（◎） 機構学（◎）

材料力学Ⅰ（◎） 材料力学Ⅰ（◎）

材料学Ⅰ（◎）

機械設計法Ⅰ（◎）

計測工学（◎） 機械工学実験Ⅰ（◎） 機械工学実験Ⅱ（◎）

機械設計法Ⅱ（◎）

制御工学Ⅰ（◎）

材料学Ⅱ（◎）

材料力学Ⅱ（◎） 材料力学Ⅲ（◎）

機械力学Ⅰ（◎） 機械力学Ⅱ（◎）

応用数学Ⅰ（◎）

熱力学Ⅰ（◎）

流体力学Ⅰ（◎）

機械工学

基礎研究（◎）

応用物理Ⅰ（◎） 応用物理Ⅰ（◎） 応用物理Ⅱ（◎）

生産工学（○）

卒業研究（◎） 卒業研究（◎）

熱力学Ⅰ（◎）

流体力学Ⅰ（◎）

応用物理Ⅲ（◎）

流体力学Ⅱ（◎）

熱力学Ⅱ（◎）

エネルギー工学（◎）

伝熱工学（◎）

材料学Ⅲ（◎）

制御工学Ⅱ（◎）

連続体力学入門（◎）

ロボット工学（◎）

メカトロニクス（◎）

工学解析（◎）

地理（〇）

世界史(〇)

地理（〇） 倫理（〇）

日本史（〇）

倫理（〇）

日本史（〇） 政治経済（〇） 政治経済（〇） 現代社会と法（〇）現代社会と法（〇）世界史(〇)

保健（○） 保健（○）

体育（◎） 体育（◎）

音楽（◎） 美術（◎）

体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎）

政治経済（〇） 政治経済（〇） 現代社会と法（〇）現代社会と法（〇）

総合国語（◎）

英語A（◎）英語A（◎） 英語A（◎） 英語A（◎）

ドイツ語（◎）ドイツ語（◎） 中国語（◎） 中国語（◎）

国語A（◎）

国語B（◎）

国語A（◎）

国語B（◎）

総合国語（◎） 総合国語（◎） 総合国語（◎） 総合国語（◎）

英語A（◎）英語A（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

地理（〇）

世界史（〇）

地理（〇）

世界史（〇）

倫理（〇）

日本史（〇）

倫理（〇）

日本史（〇）

数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○） 数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○） 数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○）

数学B（○） 数学B（○） 数学B（○） 数学B（○）

物理A（○） 物理BⅠ（○） 物理BⅡ（○）

化学A（○） 化学A（○） 化学B（○） 化学B（○）

特別実験(前期)（◎） 創造工学実習（◎）

特別研究１(後期)（◎） 特別研究２（◎）特別研究２（◎）特別研究１(前期)（◎）

特別実験(前期)（◎） 創造工学実習（◎）

特別研究１(後期)（◎） 特別研究２（◎）特別研究２（◎）特別研究１(前期)（◎）

特別実験(前期)（◎） 創造工学実習（◎）

特別研究１(後期)（◎） 特別研究２（◎）特別研究２（◎）特別研究１(前期)（◎）

社会倫理学特論（◎)

特別実習１（◎）

特別実習２（○）

特別実習１（◎）

特別実習２（○）

特別実験(後期)（◎）

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ特論（◎）

拡散現象論（◎）

回路網学（◎） 電気機器特論（◎）

ディジタルシステム

基礎（◎）

構造解析学特論（◎）

総合理科（○）

機械工作法Ⅲ（◎）

機械工学演習（◎） 機械工学特論（◎）

AI実践（◎）

生命科学（◎）

物質化学（◎）応用物理学（◎）

統計力学（○）

量子力学（○）

応用数学特論（○）

先端数学入門（○）

情報工学（○）画像情報処理（○）

特別研究１（後期）（○） 特別研究２（○）特別研究２（○）特別研究１(前期)（○）

特別実験(前期)（○） 創造工学実習（○）特別実験(後期)（○）

特別実習１（○） 特別実習１（○）

特別研究１（後期）（○） 特別研究２（○）特別研究２（○）特別研究１(前期)（○）

ヒューマンイン

ターフェースデ

ザイン（○）

計算力学（○）

企業経営概論（○）

プロジェクト

マネジメント（○）

科学技術リテラシー

教育実習（○）

先端実験入門（○）

医療福祉工学特論（○）

航空宇宙工学特論（○） 空気力学特論（○）

材料分析工学（○）

循環型社会特論（○） 新エネルギー特論（○）

環境材料学（○）

科学技術リテラシー

教育実習（○）

英語特講2（◎）英語特講1（◎） 英語演習1（○） 英語演習2（○）

特別実験（前期)（○） 創造工学実習（○）

国際連携実習１（○） 国際連携実習2（○）国際連携実習１（○） 国際連携実習2（○）

特別研究１（後期）（○） 特別研究２（○）特別研究２（○）特別研究１(前期)（○）

社会倫理学特論（○） 文学（○）

ディジタル計測制

御（◎）
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

一般科目

（Ａ－２）

（Ａ）

一般科目

（Ａ－１）

専門科目

一般科目

（Ａ－３）

専門科目

２年 ３年

電気情報工学科（電気電子工学コース）　学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ 本科一般科目　平成30年度以降入学生
本科専門科目　令和6年度以降入学生 先端融合開発専攻　令和4年度以降入学生

学習・教育
到達目標

授業科目名

本科 専攻科

１年 ４年 ５年 １年 ２年

＜Ｄ－２：先端融合開発学域＞

（Ｄ－３）

専門科目

＜Ｄ－３：電気電子工学分野・情報工学分野＞

（Ｂ）

（Ｂ－１）

専門科目

（Ｂ－２）

専門科目

（Ｃ）
一般科目

（Ｃ－２）

専門科目

一般科目

（Ｃ－１）

専門科目

（Ｅ）

（Ｅ－１）

専門科目

（Ｅ－２）

専門科目

（Ｄ）

一般科目

（Ｄ－１）

専門科目

（Ｄ－２）

専門科目

一般科目

（Ｄ－４）

専門科目

応用数学A（◎） 応用数学B（○）応用数学B（○）

応用数学D（◎）

応用数学C（○）

応用物理 I（◎） 応用物理 I（◎） 応用物理 I（○） 応用物理 I（○）

技術者倫理（◎）

電気磁気学 I（◎） 電気磁気学 I（◎） 電気磁気学 I（◎）

電気回路 I（◎） 電気回路 I（◎） 電気回路 I（◎） 電気回路 I（◎）

電子工学 I（◎） 電子工学 I（◎）
電気情報工学

基礎演習（○）

電気情報工学

基礎演習（○）

電子回路（◎） 電子回路（◎）

電気情報工学

演習 I（○）

電気情報工学

演習 II（○）

通信工学（○）

論理学（◎）
計算機アーキテク

チャ（◎）

計算機アーキテク

チャ（◎）

スイッチング回路

理論（◎）

数値解析（◎）

信号処理（◎）

プログラミング

（◎）

プログラミング

（◎）

プログラミング

（◎）
プログラミング

（◎）

技術英語（◎）

電気電子設計製図

（◎）

電気電子設計製図

（◎）

電気電子設計製図

（○）

電気電子設計製図

（○）

電気電子設計製図

（○）

電気電子設計製図

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（◎）

工学基礎研究Ⅰ

（◎）

工学基礎研究 II

（○）

卒業研究（◎） 卒業研究（◎）

発変電工学（○） 送配電工学（○）

電気法規（○）

パワーエレクト

ロニクス（○）

電気材料（○）

自動制御（○）

光・量子エレクト

ロニクス（○）

電磁エレクトロニ

クス（○）

電子計測（○）

電子工学 II（○）

応用物理 II（○）

情報ネットワーク

（◎）

ソフトウェア工学

（○）

プログラミング

言語論（○）

OSとデータ

ベース（○）

CGとインタフェー

ス（○）

電気電子工学実験

（○）

電気回路 II（◎）

電気磁気学 II（◎）

電気機器（◎） 電気機器（◎）

電気電子工学実験

（◎）

電気電子工学実験

（◎）

電気電子工学実験

（○）

電気電子設計製図

（◎）

電気電子設計製図

（◎）

工学基礎研究Ⅰ

（◎）

工学基礎研究 II

（◎）

電気電子工学実験

（◎）

卒業研究（◎） 卒業研究（◎）

卒業研究（◎） 卒業研究（◎）

卒業研究（◎） 卒業研究（◎）

電気法規（○）

プログラミング

（◎）

プログラミング

（◎）

計算機アーキテク

チャ（◎）

計算機アーキテク

チャ（◎）

情報ネットワーク

（◎）

スイッチング回路

理論（◎）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（◎）

工学基礎研究Ⅰ

（◎）

工学基礎研究 II

（◎）

工学基礎研究Ⅰ

（◎）

工学基礎研究 II

（◎）

電気電子工学実験

（◎）

工学基礎研究Ⅰ

（○）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学

基礎演習（○）

電気情報工学

基礎演習（○）

電気情報工学

基礎演習（○）

電気情報工学

基礎演習（○）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（○）

工学基礎研究Ⅰ

（○）

工学基礎研究 II

（○）

工学基礎研究 II

（○）

電気電子工学実験

（○）

電気電子工学実験

（○）

電気電子工学実験

（○）

電気電子工学実験

（○）

電気電子工学実験

（○）

電気電子工学実験

（○）

発変電工学（○） 送配電工学（○）

電気電子設計製図

（○）

電気電子設計製図

（○）

電気電子工学実験

（◎）

電気電子工学実験

（◎）

総合国語（◎）

英語A（◎）英語A（◎） 英語A（◎） 英語A（◎）

ドイツ語（◎）ドイツ語（◎） 中国語（◎） 中国語（◎）

国語A（◎）

国語B（◎）

国語A（◎）

国語B（◎）

総合国語（◎） 総合国語（◎） 総合国語（◎） 総合国語（◎）

英語A（◎）英語A（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

地理（〇）

世界史（〇）

地理（〇）

世界史（〇）

倫理（〇）

日本史（〇）

倫理（〇）

日本史（〇）

数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○） 数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○） 数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○）

数学B（○） 数学B（○） 数学B（○） 数学B（○）

物理A（○） 物理BⅠ（○） 物理BⅡ（○）

化学A（○） 化学A（○） 化学B（○） 化学B（○）

保健（○） 保健（○）

体育（◎） 体育（◎）

音楽（◎） 美術（◎）

体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎）

政治経済（〇） 政治経済（〇） 現代社会と法（〇）現代社会と法（〇）

世界史(〇) 日本史（〇） 日本史（〇）

地理（〇） 地理（〇） 倫理（〇） 倫理（〇）

政治経済（〇） 政治経済（〇） 現代社会と法（〇）現代社会と法（〇）世界史(〇)

英語特講2（◎）英語特講1（◎） 英語演習1（○） 英語演習2（○）

特別実験（前期）（○） 創造工学実習（○）

特別実験（前期）（◎） 創造工学実習（◎）

特別実験（前期）（◎） 創造工学実習（◎）

特別実験（前期）（◎） 創造工学実習（◎）

社会倫理学特論（○） 文学（○）

社会倫理学特論（◎)

特別実習１（◎）

特別実習２（○）

特別実習１（◎）

特別実習２（○）

国際連携実習１（○） 国際連携実習2（○）国際連携実習１（○） 国際連携実習2（○）

計算力学（○）

企業経営概論（○） プロジェクト

マネジメント（○）

科学技術リテラシー

教育（○）

先端実験入門（○）

医療福祉工学特論（○）

航空宇宙工学特論（○） 空気力学特論（○）

材料分析工学（○）

循環型社会特論（○） 新エネルギー特論（○）

環境材料学（○）

特別実験(後期)（◎）

メカトロニクス

特論（◎）
回路網学（◎）

電気機器特論（◎）

ディジタルシステム

基礎（◎）

構造解析学特論（◎）

総合理科（○）

海外研修I～VI（〇） 海外研修I～VI（〇）

海外研修I～VI（〇） 海外研修I～VI（〇）

海外研修I～VI（〇） 海外研修I～VI（〇）

海外研修I～VI（〇） 海外研修I～VI（〇）

AI実践（◎）

ディジタル計測

制御（◎）

情報工学（○）

画像情報処理（○）

特別研究２（○）特別研究２（○）
特別研究１

（前期）（○）

特別研究１

（後期）（○）

特別実験(前期)（○） 創造工学実習（○）特別実験(後期)（○）

特別研究２（◎）特別研究２（◎）
特別研究１

（前期）（◎）

特別研究１

（後期）（◎）

特別研究２（◎）特別研究２（◎）
特別研究１

（前期）（◎）

特別研究１

（後期）（◎）

特別研究２（○）特別研究２（○）
特別研究１

（前期）（○）

特別研究１

（後期）（○）

特別研究２（◎）特別研究２（◎）
特別研究１

（前期）（◎）

特別研究１

（後期）（◎）

特別研究２（○）特別研究２（○）
特別研究１

（前期）（○）

特別研究１

（後期）（○）

特別実習１（○） 特別実習１（○）

ヒューマンインター

フェースデザイン（○）

生命科学（◎）

物質化学（◎）応用物理学（◎）

統計力学（○）

量子力学（○）

応用数学特論（○）

先端数学入門（○）

科学技術リテラシー

教育（○）

-120-



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

一般科目

（Ａ－２）

（Ａ）

一般科目

（Ａ－１）

専門科目

一般科目

（Ａ－３）

専門科目

２年 ３年

電気情報工学科（情報工学コース）　学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ 本科一般科目　平成30年度以降入学生
本科専門科目　令和6年度以降入学生 先端融合開発専攻　令和4年度以降入学生

学習・教育
到達目標

授業科目名

本科 専攻科

１年 ４年 ５年 １年 ２年

＜Ｄ－２：先端融合開発学域＞

（Ｄ－３）

専門科目

＜Ｄ－３：電気電子工学分野・情報工学分野＞

（Ｂ）

（Ｂ－１）

専門科目

（Ｂ－２）

専門科目

（Ｃ）
一般科目

（Ｃ－２）

専門科目

一般科目

（Ｃ－１）

専門科目

（Ｅ）

（Ｅ－１）

専門科目

（Ｅ－２）

専門科目

（Ｄ）

一般科目

（Ｄ－１）

専門科目

（Ｄ－２）

専門科目

一般科目

（Ｄ－４）

専門科目

応用数学A（◎） 応用数学B（○）応用数学B（○）

応用数学D（◎）

応用数学C（○）

応用物理 I（◎） 応用物理 I（◎） 応用物理 I（○） 応用物理 I（○）

電気磁気学 I（◎） 電気磁気学 I（◎） 電気磁気学 I（◎）

電気回路 I（◎） 電気回路 I（◎） 電気回路 I（◎） 電気回路 I（◎）

電子工学 I（◎） 電子工学 I（◎）
電気情報工学

基礎演習（○）

電気情報工学

基礎演習（○）

電子回路（◎） 電子回路（◎）

電気情報工学

演習 I（○）

電気情報工学

演習 II（○）

通信工学（○）

論理学（◎）
計算機アーキテク

チャ（◎）

計算機アーキテク

チャ（◎）

スイッチング回路

理論（◎）

数値解析（◎）

信号処理（◎）

プログラミング

（◎）

プログラミング

（◎）

プログラミング

（◎）
プログラミング

（◎）

技術英語（◎）

電気電子設計製図

（◎）

電気電子設計製図

（◎）

電気電子設計製図

（○）

電気電子設計製図

（○）

電気電子設計製図

（○）

電気電子設計製図

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（◎）

工学基礎研究Ⅰ

（◎）

工学基礎研究 II

（○）

卒業研究（◎） 卒業研究（◎）

発変電工学（○） 送配電工学（○）

パワーエレクト

ロニクス（○）

電気材料（○）

自動制御（○）

電子計測（○）

電子工学 II（○）

応用物理 II（○）

情報ネットワーク

（◎）

ソフトウェア工学

（○）

プログラミング

言語論（○）

OSとデータ

ベース（○）

CGとインタフェー

ス（○）
情報工学実験（○）

データ構造とアル

ゴリズム（◎）

情報理論（◎）

情報数学（◎）

言語理論（◎）

情報工学実験（◎） 情報工学実験（◎）

電気電子設計製図

（◎）

電気電子設計製図

（◎）

工学基礎研究Ⅰ

（◎）

工学基礎研究 II

（◎）

情報工学実験（◎）

卒業研究（◎） 卒業研究（◎）

卒業研究（◎） 卒業研究（◎）

卒業研究（◎） 卒業研究（◎）

電気法規（○）

プログラミング

（◎）

プログラミング

（◎）

計算機アーキテク

チャ（◎）

計算機アーキテク

チャ（◎）

情報ネットワーク

（◎）

スイッチング回路

理論（◎）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（◎）

工学基礎研究Ⅰ

（◎）

工学基礎研究 II

（◎）

工学基礎研究Ⅰ

（◎）

工学基礎研究 II

（◎）

情報工学実験（◎）

工学基礎研究Ⅰ

（○）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学

基礎演習（○）

電気情報工学

基礎演習（○）

電気情報工学

基礎演習（○）

電気情報工学

基礎演習（○）

情報工学実験（○）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（○）

電気情報工学実験

（◎）

電気情報工学実験

（○）

工学基礎研究Ⅰ

（○）

工学基礎研究 II

（○）

工学基礎研究 II

（○）

情報工学実験（◎） 情報工学実験（◎）

情報工学実験（◎）

情報工学実験（○） 情報工学実験（○）

情報工学実験（○） 情報工学実験（○）

情報工学実験（○） 情報工学実験（○）

発変電工学（○） 送配電工学（○）

電気電子設計製図

（○）

電気電子設計製図

（○）

光・量子エレクト

ロニクス（○）

電磁エレクトロニ

クス（○）

総合国語（◎）

英語A（◎）英語A（◎） 英語A（◎） 英語A（◎）

ドイツ語（◎）ドイツ語（◎） 中国語（◎） 中国語（◎）

国語A（◎）

国語B（◎）

国語A（◎）

国語B（◎）

総合国語（◎） 総合国語（◎） 総合国語（◎） 総合国語（◎）

英語A（◎）英語A（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

地理（〇）

世界史（〇）

地理（〇）

世界史（〇）

倫理（〇）

日本史（〇）

倫理（〇）

日本史（〇）

数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○） 数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○） 数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○）

数学B（○） 数学B（○） 数学B（○） 数学B（○）

物理A（○） 物理BⅠ（○） 物理BⅡ（○）

化学A（○） 化学A（○） 化学B（○） 化学B（○）

保健（○） 保健（○）

体育（◎） 体育（◎）

音楽（◎） 美術（◎）

体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎）

政治経済（〇） 政治経済（〇） 現代社会と法（〇）現代社会と法（〇）

世界史(〇) 日本史（〇） 日本史（〇）

地理（〇） 地理（〇） 倫理（〇） 倫理（〇）

政治経済（〇） 政治経済（〇） 現代社会と法（〇）現代社会と法（〇）世界史(〇)

英語特講2（◎）英語特講1（◎） 英語演習1（○） 英語演習2（○）

特別実験（前期）（○） 創造工学実習（○）

特別実験（前期）（◎） 創造工学実習（◎）

特別実験（前期）（◎） 創造工学実習（◎）

特別実験（前期）（◎） 創造工学実習（◎）

社会倫理学特論（○） 文学（○）

社会倫理学特論（◎)

特別実習１（◎）

特別実習２（○）

特別実習１（◎）

特別実習２（○）

国際連携実習１（○） 国際連携実習2（○）国際連携実習１（○） 国際連携実習2（○）

計算力学（○）

企業経営概論（○） プロジェクト

マネジメント（○）

科学技術リテラシー

教育（○）

先端実験入門（○）

医療福祉工学特論（○）

航空宇宙工学特論（○） 空気力学特論（○）

材料分析工学（○）

循環型社会特論（○） 新エネルギー特論（○）

環境材料学（○）

特別実験(後期)（◎）

メカトロニクス

特論（◎）
回路網学（◎）

電気機器特論（◎）

ディジタルシステム

基礎（◎）

構造解析学特論（◎）

総合理科（○）

海外研修I～VI（〇） 海外研修I～VI（〇）

海外研修I～VI（〇） 海外研修I～VI（〇）

海外研修I～VI（〇） 海外研修I～VI（〇）

海外研修I～VI（〇） 海外研修I～VI（〇）

技術者倫理（◎）

電気法規（○）

AI実践（◎）

ディジタル計測

制御（◎）

情報工学（○）

画像情報処理（○）

特別研究２（○）特別研究２（○）
特別研究１

（前期）（○）

特別研究１

（後期）（○）

特別実験(前期)（○） 創造工学実習（○）特別実験(後期)（○）

特別研究２（◎）特別研究２（◎）
特別研究１

（前期）（◎）

特別研究１

（後期）（◎）

特別研究２（◎）特別研究２（◎）
特別研究１

（前期）（◎）

特別研究１

（後期）（◎）

特別研究２（○）特別研究２（○）
特別研究１

（前期）（○）

特別研究１

（後期）（○）

特別研究２（◎）特別研究２（◎）
特別研究１

（前期）（◎）

特別研究１

（後期）（◎）

特別研究２（○）特別研究２（○）
特別研究１

（前期）（○）

特別研究１

（後期）（○）

特別実習１（○） 特別実習１（○）

ヒューマンインター

フェースデザイン（○）

生命科学（◎）

物質化学（◎）応用物理学（◎）

統計力学（○）

量子力学（○）

応用数学特論（○）

先端数学入門（○）

科学技術リテラシー

教育（○）
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

一般科目

（Ａ－２）

（Ａ）

一般科目

（Ａ－１）

専門科目

一般科目

（Ａ－３）

専門科目

２年 ３年

電子制御工学科　学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ 本科一般科目　平成30年度以降入学生
本科専門科目　令和6年度以降入学生 先端融合開発専攻　令和4年度以降入学生

学習・教育
到達目標

授業科目名

本科 専攻科

１年 ４年 ５年 １年 ２年

＜Ｄ－２：先端融合開発学域＞

（D－3）

専門科目

＜Ｄ－３：機械工学分野・電気電子工学分野・情報工学分野＞

（Ｂ）

（Ｂ－１）

専門科目

（Ｂ－２）

専門科目

（Ｃ）

一般科目

（Ｃ－２）

専門科目

一般科目

（Ｃ－１）

専門科目

（E）

（E－１）

専門科目

（E－２）

専門科目

（D）

一般科目

（D－１）

専門科目

（D－２）

専門科目

一般科目

（D－4）

専門科目

保健（○） 保健（○）

体育（◎） 体育（◎）

音楽（○） 美術（○）

体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎）

電子制御工学概論（○）

電子制御工学概論（◎）

電子制御工学概論（○） 情報処理１（○） 情報処理１（○） 情報処理２（○）情報処理２（○） 情報処理３（○）

技術者倫理（◎）

電子制御設計製図（○）

電子制御設計製図（○）

電子制御設計製図（○）

電子制御設計製図（○）

電子制御設計製図（○）電子制御設計製図（○）

電子制御工学実験１（○） 電子制御工学実験１（○）

電子制御工学実験１（○）電子制御工学実験１（○）

電子制御工学実験１（○）電子制御工学実験１（○）

電子制御工学実験１（○）電子制御工学実験１（○）

電子制御工学実験１（○）電子制御工学実験１（○）

電子制御工学実験１（○） 電子制御工学実験１（○） 電子制御工学実験２（○） 電子制御工学実験２（○）

電子制御工学実験２（○） 電子制御工学実験２（○）

電子制御工学実験２（○）電子制御工学実験２（○）

電子制御工学実験２（○） 電子制御工学実験２（○）

電子制御工学実験２（○） 電子制御工学実験２（○）

電子制御工学実験２（○）電子制御工学実験２（○）

電子制御工学実習１（○） 電子制御工学実習２（○）

電子制御工学実習１（○） 電子制御工学実習２（○）

電子制御工学実習２（○）電子制御工学実習１（○）

工学基礎研究（◎）

工学基礎研究（○）

工学基礎研究（○）

情報応用工学（○）

工学基礎研究（○）

工学基礎研究（○）

工学基礎研究（○）

工学基礎研究（○）

工学基礎研究（○）

卒業研究（◎）卒業研究（◎）

卒業研究（○）卒業研究（○）

卒業研究（○）卒業研究（○）

卒業研究（○）卒業研究（○）

卒業研究（○）卒業研究（○）

卒業研究（○）卒業研究（○）

卒業研究（○） 卒業研究（○）

卒業研究（○）卒業研究（○）

電子制御総合実習（○）

電子制御総合実習（○）

応用数学１（◎）

応用数学４（◎）応用数学３（◎）

応用物理１（◎） 応用物理１（◎） 応用物理２（◎） 応用物理２（◎） 応用物理３（◎）

応用数学２（◎）

世界史(〇) 日本史（〇） 日本史（〇）

地理（〇） 地理（〇） 倫理（〇） 倫理（〇）

政治経済（〇） 政治経済（〇） 現代社会と法（〇）現代社会と法（〇）世界史(〇)

政治経済（〇） 政治経済（〇） 現代社会と法（〇）現代社会と法（〇）

国語B（◎） 国語B（◎）

総合国語（◎）

英語A（◎）英語A（◎） 英語A（◎） 英語A（◎）

ドイツ語（◎）ドイツ語（◎） 中国語（◎） 中国語（◎）

国語A（◎） 国語A（◎） 総合国語（◎） 総合国語（◎） 総合国語（◎） 総合国語（◎）

英語A（◎）英語A（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

地理（〇）

世界史（〇）

地理（〇）

世界史（〇）

倫理（〇）

日本史（〇）

倫理（〇）

日本史（〇）

数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○） 数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○） 数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○）

数学B（○） 数学B（○） 数学B（○） 数学B（○）

物理A（○） 物理BⅠ（○） 物理BⅡ（○）

化学A（○） 化学A（○） 化学B（○） 化学B（○）

英語特講2（◎）英語特講1（◎） 英語演習1（○） 英語演習2（○）

特別実験（前期）（◎） 創造工学実習（◎）

特別研究１（後期）（◎） 特別研究２（◎）特別研究２（◎）特別研究１(前期)（◎）

特別実験（前期）（◎） 創造工学実習（◎）

特別研究１（後期）（◎） 特別研究２（◎）特別研究２（◎）特別研究１(前期)（◎）

特別実験（前期）（◎） 創造工学実習（◎）

特別研究１（後期）（◎） 特別研究２（◎）特別研究２（◎）特別研究１(前期)（◎）

社会倫理学特論（○） 文学（○）

社会倫理学特論（◎)

特別実習１（◎）

特別実習２（○）

特別実習１（◎）

特別実習２（○）

特別実験(後期)（◎）

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ特論（◎）

拡散現象論（◎）回路網学（◎）

電気機器特論（◎）ディジタルシステム
基礎（◎）

構造解析学特論（◎）

情報処理１（◎）

電子制御工学概論（◎）

情報処理１（◎） 情報処理２（◎）

電磁気学１（◎）

情報処理２（◎）

電磁気学１（◎）

電気回路２（◎）電気回路２（◎）

電子回路（◎） 電子回路（◎）

機械運動学１（◎） 機械運動学１（◎）

材料力学１（◎） 材料力学１（◎）電子制御設計製図（◎）電子制御設計製図（◎）

電子制御工学実験１（◎） 電子制御工学実験１（◎）電子制御工学実習１（◎） 電子制御工学実習２（◎）

情報処理３（◎）

電磁気学２（◎）

制御工学３（◎）

計測工学（◎）

制御工学２（◎）制御工学１（◎）

ロボット工学（◎）

機械運動学２（◎）

材料力学２（◎）

情報応用工学（◎）

電子応用工学（◎）

電気応用工学（◎）

機械応用工学（◎）

電子制御工学実験２（◎） 電子制御工学実験２（◎）

工学基礎研究（◎） 卒業研究（◎） 卒業研究（◎）電子制御総合実習（◎）

総合理科（○）

電子制御基礎演習１（○） 電子制御基礎演習２（○）

電子制御基礎演習１（◎） 電子制御基礎演習２（◎）

電気回路１（◎）

電子制御基礎演習１（◎） 電子制御基礎演習２（◎）

AI実践（◎）

特別実験（前期)（○） 創造工学実習（○）

国際連携実習１（○） 国際連携実習2（○）国際連携実習１（○） 国際連携実習2（○）

特別研究１（後期）（○） 特別研究２（○）特別研究２（○）特別研究１(前期)（○）

生命科学（◎）

物質化学（◎）

応用物理学（◎） 統計力学（○）

量子力学（○）

応用数学特論（○）

先端数学入門（○）

ヒューマンイン
ターフェースデ

ザイン（○）

計算力学（○）

企業経営概論（○） プロジェクト
マネジメント（○）

科学技術リテラシー
教育実習（○）

先端実験入門（○）

医療福祉工学特論（○）

航空宇宙工学特論（○） 空気力学特論（○）

材料分析工学（○）

循環型社会特論（○） 新エネルギー特論（○）

環境材料学（○）

科学技術リテラシー
教育実習（○）

特別実習１（○） 特別実習１（○）

特別研究１（後期）（○） 特別研究２（○）特別研究２（○）特別研究１(前期)（○）

情報工学（○）

画像情報処理（○）

特別研究１(後期）（○） 特別研究２（○）特別研究２（○）特別研究１(前期)（○）

特別実験(前期)（○） 創造工学実習（○）特別実験(後期)（○）
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

一般科目

（Ａ－２）
（Ａ）

一般科目

（Ａ－１）

専門科目

一般科目

（Ａ－３）

専門科目

２年 ３年

環境都市工学科　学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ 本科一般科目　平成30年度以降入学生
本科専門科目　令和6年度以降入学生 先端融合開発専攻　令和4年度以降入学生

学習・教育
到達目標

授業科目名

本科 専攻科

１年 ４年 ５年 １年 ２年

＜Ｄ－２：先端融合開発学域＞

（D－3）

専門科目

＜Ｄ－３：土木工学分野＞

（Ｂ）

一般科目

（Ｂ－１）

専門科目

一般科目

（Ｂ－２）

専門科目

（Ｃ）

一般科目

（Ｃ－２）

専門科目

一般科目

（Ｃ－１）

専門科目

（E）

一般科目

（E－１）

専門科目

一般科目

（E－２）

専門科目

（D）

一般科目

（Ｄ－１）

専門科目

（D－２）

専門科目

一般科目

（D－4）

専門科目

ｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

入門（○）

ｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

入門（○）

総合演習Ⅰ（○）

総合演習Ⅱ（○）

卒業研究（○） 卒業研究（○）

総合演習Ⅰ（○）

技術者倫理（◎）

卒業研究（○） 卒業研究（○）

総合国語（◎）

英語A（◎）英語A（◎） 英語A（◎） 英語A（◎）

ドイツ語（◎）ドイツ語（◎） 中国語（◎） 中国語（◎）

国語A（◎）

国語B（◎）

国語A（◎）

国語B（◎）

総合国語（◎） 総合国語（◎） 総合国語（◎） 総合国語（◎）

英語A（◎）英語A（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

地理（〇）

世界史（〇）

地理（〇）

世界史（〇）

倫理（〇）

日本史（〇）

倫理（〇）

日本史（〇）

保健（○） 保健（○）

体育（◎） 体育（◎）

音楽（◎） 美術（◎）

体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎）

政治経済（〇） 政治経済（〇） 現代社会と法（〇）現代社会と法（〇）

数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○） 数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○） 数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○）

数学B（○） 数学B（○） 数学B（○） 数学B（○）

物理A（○） 物理BⅠ（○） 物理BⅡ（○）

化学A（○） 化学A（○） 化学B（○） 化学B（○）

世界史(〇) 日本史（〇） 日本史（〇）

地理（〇） 地理（〇） 倫理（〇） 倫理（〇）

政治経済（〇） 政治経済（〇） 現代社会と法（〇）現代社会と法（〇）世界史(〇)

社会倫理学特論（◎)

英語特講2（◎）英語特講1（◎） 英語演習1（○） 英語演習2（○）

社会倫理学特論（○） 文学（○）

特別実験（前期)（○） 創造工学実習（○）

ヒューマンイン

ターフェースデ

ザイン（○）

計算力学（○）

企業経営概論（○） プロジェクト

マネジメント（○）

科学技術リテラシー

教育実習（○）

先端実験入門（○）

医療福祉工学特論（○）

航空宇宙工学特論（○）

材料分析工学（○）

循環型社会特論（○）

環境材料学（○）

特別実験(後期)（◎）

維持管理工学（◎）

環境計画学（◎）拡散現象論（◎）

建設計画学（◎）

水管理工学（◎）

建設振動学特論（◎）構造解析学特論（◎）

環境調整工学（◎） 都市形成論（◎）

特別実習１（○） 特別実習１（○）

国際連携実習１（○） 国際連携実習2（○）国際連携実習１（○） 国際連携実習2（○）

総合理科（○）

総合演習Ⅰ（○） 総合演習Ⅱ（○）

卒業研究（○） 卒業研究（○）

ｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

入門（○）

ｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

入門（○）
総合実験（○） 総合実験（○）

総合実験（○） 総合実験（○）

特別研究１（後期）（○） 特別研究２（○）特別研究２（○）特別研究１(前期)（○）

特別研究１（後期）（○） 特別研究２（○）特別研究２（○）特別研究１(前期)（○）

特別実験（前期)（◎） 創造工学実習（◎）

特別研究１（後期）（◎） 特別研究２（◎）特別研究２（◎）特別研究１(前期)（◎）

特別実験（前期)（◎） 創造工学実習（◎）

特別研究１（後期）（◎） 特別研究２（◎）特別研究２（◎）特別研究１(前期)（◎）

特別実習1（◎） 特別実習1（◎）

特別実習2（○） 特別実習2（○）

特別研究１（後期）（◎） 特別研究２（◎）特別研究２（◎）特別研究１(前期)（◎）

特別実験（前期)（◎） 創造工学実習（◎）

測量実習Ⅰ（○） 測量実習Ⅰ（○） 測量実習Ⅱ（○） 測量実習Ⅱ（○）

基礎実験Ⅰ（○） 基礎実験Ⅰ（○） 基礎実験Ⅱ（○） 基礎実験Ⅱ（○）

基礎実験Ⅰ（○） 基礎実験Ⅰ（○） 基礎実験Ⅱ（○） 基礎実験Ⅱ（○）

測量実習Ⅰ（◎） 測量実習Ⅰ（◎） 測量実習Ⅱ（◎） 測量実習Ⅱ（◎）

基礎実験Ⅰ（◎） 基礎実験Ⅰ（◎） 基礎実験Ⅱ（◎） 基礎実験Ⅱ（◎）

情報工学（○）画像情報処理（○）

特別研究１（後期）（○） 特別研究２（○）特別研究２（○）特別研究１(前期)（○）

特別実験(前期)（○） 創造工学実習（○）特別実験(後期)（○）

総合演習Ⅱ（◎）ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼ（◎）

数値計算法（◎）

設計製図（〇）

数値計算法（◎）

設計製図（〇）基礎製図（〇） 基礎製図（〇）

空間情報工学（〇）

AI実践（◎）

応用物理（◎） 応用物理（◎）

数理計画学Ⅰ（◎） 数理計画学Ⅰ（◎）

応用数学（◎） 応用数学（◎）

数理計画学Ⅱ（◎）

数値計算法（○） 数値計算法（○）

構造力学Ⅰ（◎） 構造力学Ⅰ（◎）

ｺﾝｸﾘｰﾄ工学Ⅰ（◎）

水理学Ⅰ（◎） 水理学Ⅰ（◎）

土質力学Ⅰ（◎） 土質力学Ⅰ（◎）

環境工学Ⅰ（◎） 環境工学Ⅰ（◎）

ｺﾝｸﾘｰﾄ工学Ⅰ（◎）

構造力学Ⅱ（◎） 構造力学Ⅱ（◎）

ｺﾝｸﾘｰﾄ工学Ⅱ（◎）

水理学Ⅱ（◎） 水理学Ⅱ（◎）

土質力学Ⅱ（◎） 土質力学Ⅱ（◎）

環境工学Ⅱ（◎） 環境工学Ⅱ（◎）

ｺﾝｸﾘｰﾄ工学Ⅱ（◎）

地盤地質学（◎）

都市工学（◎）

基礎製図（◎） 基礎製図（◎）

測量学Ⅰ（◎） 測量学Ⅰ（◎） 測量学Ⅱ（◎） 測量学Ⅱ（◎）

数理計画学Ⅰ（○） 数理計画学Ⅰ（○） 数理計画学Ⅱ（○）

基礎材料学（◎） 基礎材料学（◎）

基礎力学（◎） 基礎力学（◎）

空間情報工学（◎）

循環型社会形成論

（◎）

鋼構造（◎） 構造解析学（◎）

建設マネジメン

ト（◎）

実践ｺﾝｸﾘｰﾄ工学

（◎）

流域圏工学◎）

水文水資源学（◎）

地盤工学（◎）

環境生物・生態学

（◎）

設計製図（◎） 設計製図（◎）

都市交通計画◎）

エネルギー工学（◎）防災工学（◎）

社会基盤工学（◎）

医療福祉工学特論（○）

航空宇宙工学特論（○） 空気力学特論（○）

新エネルギー特論（○）

生命科学（◎）

物質化学（◎）応用物理学（◎）

統計力学（○）

量子力学（○）

応用数学特論（○）

先端数学入門（○）

科学技術リテラシー

教育実習（○）
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

一般科目

（Ａ－２）

（E）

（E－１）

専門科目

（E－２）

専門科目

（D）

一般科目

（D－１）

専門科目

（D－２）

専門科目

一般科目

（D－4）

専門科目

（Ａ）

一般科目

（Ａ－１）

専門科目

一般科目

（Ａ－３）
専門科目

＜Ｄ－２：先端融合開発学域＞

（D－3）

専門科目

＜Ｄ－３：建築学分野＞

（Ｂ）

一般科目

（Ｂ－１）

専門科目

一般科目

（Ｂ－２）

専門科目

（Ｃ）

一般科目

（Ｃ－１）

専門科目

一般科目

（Ｃ－２）

専門科目

建築学科　学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ 本科一般科目　平成30年度以降入学生
本科専門科目　令和6年度以降入学生 先端融合開発専攻　令和4年度以降入学生

学習・教育
到達目標

授業科目名

本科 専攻科

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 １年 ２年

建築学通論（○）

建築製図Ⅰ（〇）建築製図Ⅰ（〇） 建築製図Ⅱ（〇）建築製図Ⅱ（〇）

構造力学Ⅰ（〇） 構造力学Ⅰ（〇）

建築構法Ⅰ（○） 建築構法Ⅱ（○）

環境工学基礎（〇）

ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ論（〇）

デジタルデザ

インⅠ（○）

デジタルデザ

インⅡ（〇）

材料力学（〇）

建築材料Ⅰ（◎）

地域都市計画（◎）

応用数学Ａ（○） 応用数学B（○）

建築技術者倫理（◎） 建築法規（○） 建築法規（○）

環境社会学（○） 地域都市計画（○）

建築史Ⅰ（○） 建築史Ⅰ（○） 建築史Ⅲ（○）建築史Ⅱ（○）

応用物理Ⅰ（○） 応用物理Ⅰ（○） 応用物理Ⅱ（○）

建築史Ⅰ（○） 建築史Ⅰ（○） 建築史Ⅱ（○）

建築設計

製図Ⅰ（○）

建築設計

製図Ⅰ（○）

建築設計

製図Ⅱ（○）

建築設計

製図Ⅱ（○）

卒業研究（◎） 卒業研究（◎）
ｲﾝﾃﾘｱ設計（○）

建築設計

製図Ⅲ（○）

建築設計

製図Ⅰ（○）

建築設計

製図Ⅰ（○）

建築設計

製図Ⅱ（○）

建築設計

製図Ⅱ（○）

卒業研究（◎） 卒業研究（◎）

ｲﾝﾃﾘｱ設計（○）

建築設計

製図Ⅲ（○）

空間ﾃﾞｻﾞｲﾝ基礎（○） インテリア基礎（○）

建築製図Ⅰ（○）建築製図Ⅰ（○） 建築製図Ⅱ（○）建築製図Ⅱ（○）

情報処理（○）

建築環境実験（○） 建築構造実験（○） 建築工学実験（○）

建築設計

製図Ⅰ（○）

建築設計

製図Ⅰ（○）

建築設計

製図Ⅱ（○）

建築設計

製図Ⅱ（○）

ｲﾝﾃﾘｱ設計（○）

建築設計製図Ⅲ（○）

デジタルデザ

インⅠ（○）

デジタルデザ

インⅡ（◎）

国語B（◎） 国語B（◎）

地理（〇）

世界史（〇）

地理（〇）

世界史（〇）

倫理（〇）

日本史（〇）

倫理（〇）

日本史（〇）

総合国語（◎）

英語A（◎）英語A（◎） 英語A（◎） 英語A（◎）

ドイツ語（◎）ドイツ語（◎） 中国語（◎） 中国語（◎）

国語A（◎） 国語A（◎） 総合国語（◎） 総合国語（◎） 総合国語（◎） 総合国語（◎）

英語A（◎）英語A（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○） 数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○） 数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○）

数学B（○） 数学B（○） 数学B（○） 数学B（○）

物理A（○） 物理BⅠ（○） 物理BⅡ（○）

化学A（○） 化学A（○） 化学B（○） 化学B（○）

保健（○） 保健（○）

体育（◎） 体育（◎）

音楽（◎） 美術（◎）

体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎）

政治経済（〇） 政治経済（〇） 現代社会と法（〇）現代社会と法（〇）

世界史(〇) 日本史（〇） 日本史（〇）

地理（〇） 地理（〇） 倫理（〇） 倫理（〇）

政治経済（〇） 政治経済（〇） 現代社会と法（〇）現代社会と法（〇）世界史(〇)

応用物理Ⅰ（○） 応用物理Ⅰ（○）

応用数学Ａ（○）

卒業研究（○） 卒業研究（○）応用物理Ⅱ（○）

環境社会学（◎）

木質構造（〇）

環境デザイン（◎）

測量学（◎）
土質基礎工学（◎）

構造設計（◎）

計画特論（○）

建築設備演習（◎）

建築史Ⅲ（○）

環境工学（◎） 環境工学（◎）

建築設備（◎） 建築設備（◎）

構造力学Ⅱ（◎） 構造力学Ⅱ（◎）

鉄骨構造Ⅰ（◎） 鉄骨構造Ⅰ（◎）

建築設計

製図Ⅰ（〇）

建築設計

製図Ⅰ（〇）
建築設計

製図Ⅱ（◎）

建築設計

製図Ⅱ（◎）

RC構造Ⅰ（◎） RC構造Ⅰ（◎）

ｲﾝﾃﾘｱ設計（◎）

建築計画Ⅰ（○） 建築計画Ⅰ（○）

建築計画Ⅱ（◎）

建築法規（◎） 建築法規（◎）

建築生産（◎） 建築生産（◎）

鉄骨構造Ⅱ（◎）

RC構造Ⅱ（◎）

防災工学（◎）

建築環境実験（○） 建築構造実験（○）

建築材料Ⅱ（◎）

建築設計製図Ⅲ（◎） 参加のﾃﾞｻﾞｲﾝ（○）

特別実験(後期)（◎）

ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ論（◎）

維持管理工学（◎）
環境計画学（◎）

建設計画学（◎）

建設振動学特論（◎）構造解析学特論（◎）

環境調整工学（◎）

都市形成論（◎）

総合理科（○）

建築計画Ⅱ（◎）
建築計画演習（○）

空間ﾃﾞｻﾞｲﾝ基礎（○） インテリア基礎（○）

建築製図Ⅰ（○）建築製図Ⅰ（○） 建築製図Ⅱ（○）建築製図Ⅱ（○）
建築設計

製図Ⅰ（○）

建築設計

製図Ⅰ（○）

建築環境実験（○） 建築構造実験（○）

情報処理（○）

参加のデザイン（○）
建築設計

製図Ⅱ（○）

建築設計

製図Ⅱ（○）

卒業研究（○） 卒業研究（○）

建築設計

製図Ⅲ（○）

建築計画演習（○）

総合演習（○）

建築学通論（○） 建築技術者倫理（○） 建築計画演習（○）

総合演習（○）

建築学通論（○）

情報処理（◎）

建築環境実験（○） 建築構造実験（○） 卒業研究（○） 卒業研究（○）
建築設計

製図Ⅱ（○）

建築設計

製図Ⅱ（○）

英語特講2（◎）英語特講1（◎） 英語演習1（○） 英語演習2（○）

社会倫理学特論（○） 文学（○）

情報工学（○）画像情報処理（○）

特別研究１（後期）（○） 特別研究２（○）特別研究２（○）特別研究１(前期)（○）

特別実験(前期)（○） 創造工学実習（○）特別実験(後期)（○）

社会倫理学特論（◎)

特別実習１（○） 特別実習１（○）

特別研究１（後期）（○） 特別研究２（○）特別研究２（○）特別研究１(前期)（○）

特別実験（前期)（○） 創造工学実習（○）

国際連携実習１（○） 国際連携実習2（○）国際連携実習１（○） 国際連携実習2（○）

特別研究１（後期）（○） 特別研究２（○）特別研究２（○）特別研究１(前期)（○）

特別実験（前期)（◎） 創造工学実習（◎）

特別研究１（後期）（◎） 特別研究２（◎）特別研究２（◎）特別研究１(前期)（◎）

特別実験（前期)（◎） 創造工学実習（◎）

特別研究１（後期）（◎） 特別研究２（◎）特別研究２（◎）特別研究１(前期)（◎）

特別実習1（◎） 特別実習1（◎）

特別実習2（○） 特別実習2（○）

特別研究１（後期）（◎） 特別研究２（◎）特別研究２（◎）特別研究１(前期)（◎）

特別実験（前期)（◎） 創造工学実習（◎）

AI実践（◎）

生命科学（◎）

物質化学（◎）応用物理学（◎）

統計力学（○）

量子力学（○）

応用数学特論（○）

先端数学入門（○）

ヒューマンイン

ターフェースデ

ザイン（○）

計算力学（○）

企業経営概論（○） プロジェクト

マネジメント（○）

科学技術リテラシー

教育実習（○）

先端実験入門（○）

医療福祉工学特論（○）

航空宇宙工学特論（○）

材料分析工学（○）

循環型社会特論（○）

環境材料学（○）

医療福祉工学特論（○）

航空宇宙工学特論（○）

医療福祉工学特論（○）

航空宇宙工学特論（○） 空気力学特論（○）

新エネルギー特論（○）

科学技術リテラシー

教育実習（○）
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岐阜工業高等専門学校教務会議規程 

 

制定 平成 16年 3月 4日 

学 校 規 則 第 4 号 

 （設置） 

第１条 岐阜工業高等専門学校に，教務に関する事項を審議するため，教務会議を置く。 

（審議事項） 

第２条 教務会議は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

一 教育課程の編成に関すること。 

二 授業及び試験に関すること。 

三 特別活動及び学校行事等に関すること。 

四 転学，転科，進級及び卒業の認定に関すること。 

五 退学（懲戒処分による退学を除く。），休学，復学及び除籍に関すること。 

六 研究生及び科目等履修生に関すること。 

七 学生募集に関すること。 

八 学生の進学指導に関すること。 

九 その他教務に関すること。 

（組織） 

第３条 教務会議は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 

一 教務主事 

二 教務主事補佐 

三 岐阜工業高等専門学校学則第７条第１項に規定する学科（以下「学科」という。）から

選出された教員 各講師以上１名 

四 一般科目から選出された教員 講師以上２名 

五 学生課長 

２ 教務主事補佐が選出された学科及び一般科目については，前項第３号又は第４号に規定

する人数から１名を減ずるものとする。 

（委員の職務） 

第４条 前条第１項第３号及び第４号に掲げる委員は，教務会議が所掌する事項について教

務主事及び教務主事補佐の職務を補佐するものとする。 

（任期） 

第５条 第３条第１項第３号及び第４号に掲げる委員の任期は，１年とする。ただし，再任

を妨げない。 

２ 前項の委員に欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

（教務会議の招集及び議長） 

第６条 教務会議は，教務主事が招集し，その議長となる。 

２ 教務主事に事故があるときは，教務主事補佐がその職務を代行する。 

（委員以外の者の出席） 

第７条 議長が必要と認めたときは，会議に委員以外の者の出席を求め，説明又は意見を聴

くことができる。 

（庶務） 

第８条 教務会議の庶務は，学生課において処理する。 

   附 則 

 この規程は，平成 16年 4月 1日から施行する。 

   附 則（平成 23年学校規則第 6号） 

 この規程は，平成 23年 4月 1日から施行する。 
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岐阜工業高等専門学校点検評価・フォローアップ委員会規程 

 

制定 平成 16 年 3 月 4 日 

学 校 規 則 第 8 号 

 

 （設置） 

第１条 岐阜工業高等専門学校学則（以下「学則」という。）第２条第３項の規定に基づき，

岐阜工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，点検評価・フォローアップ委員会（以

下「委員会」という。）を置く。 

（審議事項） 

第２条 委員会は，次の各号に掲げる事項について審議する。 

一 中期計画及び年度計画の評価に関すること。 

二 認証評価に関すること。 

三 自己点検・評価の基本方針に関すること。 

四 自己点検・評価結果の公表に関すること。 

五 学習・教育目標の達成度及び社会や学生の要望に基づく点検・改善並びに継続的な向

上に関すること。 

六 その他前各号に関連する必要な事項 

（組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 

 一 校長が委員長として指名した者 １名 

二 寮務主事 

三 教務会議，専攻科会議，学生会議及び寮務会議の各委員のうちから選出された者 各

１名 

四 学則第７条第１項に規定する学科から選出された教員 各教授１名及び准教授，講師

又は助教１名 

五 一般科目から選出された教員 教授１名及び准教授，講師又は助教１名 

六 事務部長 

七 総務課長及び学生課長 

八 委員長が指名する者 若干名 

２ 前項第三号に規定する委員が所属する学科又は一般科目については，前項第四号及び第

五号に規定する委員のうちの１名又は２名を減じることができるものとし、学科又は一般科

目から前項第三号から第五号の規定により選出する教員を２名とすることができる。ただし，

選出された教員２名の職位は前第四号及び第五号の規定に依ることとする。 

 

（任期） 

第４条 前条第３号から第５号まで及び第８号に掲げる委員の任期は，１年とする。ただし，

再任を妨げない。 

２ 前項の委員に欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置き，それぞれ校長が指名した者及び寮務主事をも

って充てる。 

２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

３ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるときはその組織を代行する。 

（委員以外の者の出席） 

第６条 委員長が必要と認めたときは，委員会に委員以外の者の出席を求め，説明又は意見
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を聴くことができる。 

（ワーキンググループ） 

第７条 必要に応じ，委員会に，次のワーキンググループを置くことができる。 

一 中期計画ワーキンググループ 

二 自己点検・評価実施ワーキンググループ 

三 学習評価フォローアップワーキンググループ 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務は，総務課において処理する。 

   附 則 

１ この規程は，平成 16 年 4 月 1日から施行する。 

２ 岐阜工業高等専門学校自己点検・評価検討委員会規程（平成４年１月２９日制定），岐阜

工業高等専門学校自己点検・評価実施委員会要項（平成５年１月２９日制定），岐阜工業高

等専門学校ＪＡＢＥＥ等検討委員会規程（平成１４年１月９日制定）及び岐阜工業高等専

門学校学習評価フォロー・アップ委員会規程（平成１４年１月９日制定）は，廃止する。 

   附 則（平成 19 年学校規則第 24 号） 

 この規程は，平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則（平成20年学校規則第9号） 

 この規程は，平成 20 年 3 月 6 日から施行する。 

   附 則（平成 23 年学校規則第 11 号） 

 この規程は，平成 23 年 4 月 1 日から施行する。 

   附 則（平成 24 年学校規則第 2号） 

 この規程は，平成 24 年 4 月 1 日から施行する。 

   附 則（平成 25 年学校規則第 25 号） 

 この規程は，平成 25 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則（平成 31 年学校規則第 7 号） 

この規程は，平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則（令和 2年学校規則第 13 号） 

この規程は，令和 2年 4 月 1日から施行する。 
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取組概要

大学等名 岐阜工業高等専門学校

教育プログラム名 岐阜工業高等専門学校 数理・データサイエンス・AI教育プログラム

申請レベル 応用基礎レベル（大学等単位）

申請年度 令和7年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

▍

▍

▍

▍
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評価会議名称：点検評価・フォローアップ委員会

参加者：点検評価・フォローアップ委員⾧、各学科点検評価・フォローアップ委員

目的：令和6年度の数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）の自己点検内部評価

評価項目：文部科学省「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（応用基礎レベル）」の審査項目の観点による評価

基本的要素 モデルカリキュラム対応箇所 対象科目 内部評価

Ⅰ. データ表現とアルゴリズム：

データサイエンスとして、統計学を始め様々なデータ処理に

関する知識である「数学基礎（統計数理、線形代数、微分積

分）」に加え、AIを実現するための手段として「アルゴリズ

ム」、「データ表現」、「プログラミング基礎」の概念や知

識の習得を目指す。

1-6. 数学基礎

1-7. アルゴリズム

2-2. データ表現

2-7. プログラミング基礎

数学B (1年)・数学AⅠ (2年)・数学AⅡ (2年)・数学B (2年) （全学科共通）

情報リテラシー・情報処理Ⅰ・数値計算法（機械工学科）

プログラミング（電気情報工学科）

電子制御工学概論・情報処理１・情報処理２・情報処理３（電子制御工学科）

コンピュータリテラシ・数値計算法（環境都市工学科）

情報処理・デジタルデザインⅡ（建築学科）

A

Ⅱ．AI・データサイエンス基礎：

AIの歴史から多岐に渡る技術種類や応用分野、更には研究やビ

ジネスの現場において実際にAIを活用する際の構築から運用ま

での一連の流れを知識として習得するAI基礎的なものに加え、

「データサイエンス基礎」、「機械学習の基礎と展望」、及

び「深層学習の基礎と展望」から構成される。

1-1. データ駆動型社会とデータサイエンス

1-2. 分析設計

2-1. ビッグデータとデータエンジニアリング

3-1. AIの歴史と応用分野

3-2. AIと社会

3-3. 機械学習の基礎と展望

3-4. 深層学習の基礎と展望

3-5. 生成AIの基礎と展望

3-10. AIの構築と運用

AI実践 A

Ⅲ．AI・データサイエンス実践：

本認定制度が育成目標として掲げる「データを人や社会にか

かわる課題の解決に活用できる人材」に関する理解や認識の

向上に資する実践の場を通じた学習体験を行う学修項目群。

応用基礎コアのなかでも特に重要な学修項目群であり、

「データエンジニアリング基礎」、及び「データ・ＡＩ活用

企画・実施・評価」から構成される。

AI・データサイエンス実践（演習や課題解決型学

習）＜データ・AI活用 企画・実践・評価＞
AI実践 A

S：審査項目の観点を上回る成果を達成した。
A：審査項目の観点通りの成果を達成した。
B：審査項目の観点通りの成果を達成できなかったが、達成に向けての対応案が立案され、対応に着手している。
C：審査項目の観点通りの成果を達成できなかった。さらに、達成に向けての対応案が立案されていない。

数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル） 自己点検評価
岐阜工業高等専門学校
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